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茨城県は，昭和38年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて

以来，我が国の科学技術の研究開発の中心として，また，国際交流の

拠点としての国際都市にふさわしい町づくりを進めています。

この新しい町づくりに欠かせない常磐新線の建設と沿線開発は，

つくば市と東京圏を結び，人・物・情報の交流を盛んにし，地域の

活性化の大きな力となります。

その中で，都市・整備公団は，常磐新線の整備に伴う沿線開発を

一体的に進める土地区画整理事業を進めております。

この予定地内に中谷津遺跡が存在していたため，財団法人茨城県

教育財団は，住宅・都市整備公団から埋蔵文化財発掘調査について

の委託を受け，平成8年10月から翌年7月まで発掘調査を実施いた

しました。この調査によって貴重な遺構，遺物が確認され，つくば

市の歴史を解明する上に多大な成果をあげることができました。

本書は，中谷津遺跡の調査成果を収録したものであります。本書

を研究資料としてはもとより，郷土史の理解を深め，ひいては教育，

文化の向上の一助として広く御活用いただければ幸いです。

なお，発掘調査及び報告書の刊行に当たり，委託者である住宅・

都市整備公団からいただいた多大なる御協力に対し心から御礼申し

上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各

機関及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに，衷心よ

り感謝の意を表します。

平成10年9月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　　昌
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1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成8年10月から平成9年7月まで発掘調査を
なかやつ

実施した茨城県つくば市大字中根字中谷津797番地の1ほかに所在する中谷津遺跡の発掘調査報告書である。

2　中谷津遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである○
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3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，人骨・獣骨・魚骨の種類同定については国立歴史民族博物館の西本豊弘氏に，月に

ついては同館の小林園子氏にご指導をいただいた。また，旧石器時代の石器については千葉県立中央博物館

の橋本勝雄氏に，北陸系の縄文土器については財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団の寺崎裕輔氏にご指導

をいただいた。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



6　遺跡の概略

ふ　 り　が　 な かしょう）なかね・こんだだいちくとくていとちくかくせいりじぎょうちないまいぞうぶんか酌、ちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 （仮称）中根 ・金田台地区特定土地区画整理事業．地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 中谷津遺跡I

巻　　　　 次 I

シリーズ名 茨城県教育財団文化財調牽報告

シリーズ番号 第139集

著　 者　 名 川　村　 満　博

編　 集 機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310 －0911 茨城県水戸市見和 1丁目356番地の2　 T EL O29－225－6587

発　 行　 日 199畠（平成10）年9 月30日

発 行 機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310．一0911＿　泉城痕水戸市見和 1丁目356番地の2　 T EL O29－225－6587

ふ　　り　　が　　な
所 収 遺 跡

ふ　　　　　　り　　　　　　が　　　　　 な
所　　　　 在　　　　 地 コード 北　 緯 ‘東　 経 調査期間 調査面積 調 査 原　因

なかやついせき いばらきけんつくばしおおあざ

08220 36度 140度 19961001 11，373Id

（仮 称 ）中

中谷津遺 跡 茨 城 県 つ くば市 大 字 根 ・金 田台

なかねあざなかやつ
6 分 7 分 ～ 地区特定土

中根字中谷津

ばんち

797番地の 1 ほか

13秒 58秒 19970731 地区画整理

事業 に伴 う

事前調査

所収遺 跡名 種　 別 主な時代 主　 な　遺　構 主　 な　遺　物 特　　 記　　 事　　 項

中谷津 遺跡 散布地 旧 石 器 旧石器集中地点1か所 石器 （剥片） 旧石器時代，縄文時代，奈良時代，

中 ・近世の複合遺跡である。集落跡 碑　　 文 竪穴住居跡10軒 縄文土器 （後期

土坑　 115基 ・晩期），石器 ・ 地点貝塚から貝類や．魚骨類，・縄

地点貝塚4 か所 石製品 （独鈷石 文晩期の竪穴住居跡から土偶，土

遺物包含層 石鉄，磨石，蔽 版，独鈷石など祭祀に関連する遺

4 か所

焼土遺構　 6基

不明遺構　 2基

石，凹石，石斧

石錘，剥片，垂

飾り），土製品

（土版，土偶，

垂飾り），

貝類，魚骨，獣

骨

物がセットで出土している。

古　 墳 古　　 墳 古　　 墳　 1 基 人骨，土師器片

生活跡 中・近世 準　 11条

生活跡 時期不明 土 ． 坑 16基



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋11，640m，Y軸＝＋26，700mの

交点を基準点（Alal）とした。
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大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西

南北各々40m四方に分割し，さらにこの大調査区を

東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を

設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を

用い，北から南へA，B，C…・，西から東へ1，

2，3　…・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称

した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，

C…・j，西から東へ1，2，3…・0とし，名称

は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」

のように呼称した。

第1図　調査区呼称方法概念図

2　遺構・遺物・土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　土坑－SK　古墳－TM　地点貝塚－SM　溝－SD　不明遺構－SX

遺物土器・陶器－P　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP

土層　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

Eヨ焼土　　圏赤彩　　匪調混土貝層・混月土層

●　土器　□　石器・石製品　▲　土製品　△　金属製品　★　骨片

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1，地点貝塚，焼土遺構は30分の1に

縮尺することを原則として掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，炉を通る軸線を主軸とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れてい

るかを角度で表示した（例　N－10。－E，N－100－W）。それが不明な場合は，最大幅をとる軸線を長軸とし，主

軸方向に準じて表示した。



なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　D一高台径　E一高台高　F一体部径　G－つまみ高

とし，単位はcmである。

なお，現存値は（）を，推定値は［］を付して示した○

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測番号（P）など，出土位置及びその他必要と思われる事項

を記した。

なお，拓影図で掲載した縄文土器片については，遺物観察表に記載せず，「遺構」の中の「遺物」の項

目で解説を加えた。
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

茨城県では，西暦2005年開通をめざし，常磐新線とそれに伴う沿線開発に取り組んでいる。

当遺跡の所在する中根地区については，平成6年11月18日，住宅・都市整備公団つくば開発局は茨城県教育

委員会あてに，中根・金田台地区特定土地区画整理事業における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて

照会した。

これに対して茨城県教育委員会は，平成7年5月15日から6月8日にかけて現地踏査を，10月9日から13日

にかけて試掘調査を行い，住宅・都市整備公団つくば開発局あてに，「中谷津地区」内に，中谷津遺跡が所在

する旨回答した。

平成8年2月8日，住宅・都市整備公団つくば開発局から茨城県教育委員会あてに，中根・金田台地区特定

区画整理事業に係る中谷津遺跡の取り扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を重ねた。

その結果，現状保存が困難であることから，平成8年2月19日，茨城県教育委員会から住宅・都市整備公団

つくば開発局あてに，中谷津遺跡（7，932Iの　を記録保存とする旨回答し，調査機関として，財団法人茨城県

教育財団が照会された。

茨城県教育財団は，住宅・都市整備公団から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成8年10月

1日から中谷津遺跡の発掘調査を開始した。平成8年度は，1区から5区（7，932d）までの調査を終了した。

平成9年3月11日に平成9年度の中谷津遺跡の取り扱いについて協議があった。同年3月17日，茨城県教育

委員会から住宅・都市整備公団つくば開発局あてに，中谷津遺跡（3，441d）を記録保存とする旨回答し，調

査機関として，財団法人茨城県教育財団が照会された。

第2節　調査経過

中谷津遺跡の発掘調査は，平成8年10月1日から平成9年7月31日までの10か月にわたって実施した。以下，

調査経過について，その概要を記述する。

平成8年度

10月　　発掘調査を開始するため，現場事務所予定地と土捨場の業者による伐開，作業員募集等の諸準備を行

った。

11月　　現場事務所，倉庫を設置し，12日から業者による調査区の伐問を開始した。18日から調査補助員を投

入して，表採及びグリッドやトレンチを設定しての試掘を行った。

12月　　調査区の区割り（第4図）を行った。13日から1区の人力による表土除去及び遺構確認を行った。20

日から1～3区の重機による表土除去と遺構確認を行った。

1月　　24日に1～3区遺構確認作業を終了し，27日に方眼杭打ち測量を実施して遺構調査を始めた。

2月　1～3区の遺構調査を引き続き行うとともに，6日から4・5区の業者による伐開，13日から重機に

よる表土除去を開始した。

3月　1～3区の遺構調査を終了し，4・5区の遺構調査を開始した。19日に4・5区の遺構調査をほぼ終
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了し，24日から1～4区の重機による埋め戻しを行い，28日に終了した。

平成9年度

4月　　現場休憩所・倉庫，駐車場等の移設を行い，16日から調査補助員を投入して調査を再開した。

5月　　5区の補足調査を行うとともに，21日から6区の重機による伐開表土除去を開始し，その後，遺構確

認作業を行った。

6月　12日に6区の遺構確認作業が終了し，遺構調査を始めた。

7月　　6区の旧石器集中地点の調査後，中谷津遺跡の調査を全て終了し，現場休憩所・倉庫・駐車場を次の

調査遺跡である中原遺跡に移設した。
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第2章　位　置　と　環　境

第1節　地理的環境

中谷津遺跡は，茨城県つくば市大字中根字中谷津797番地の1ほかに所在している。昭和62年11月の4町村合

併（桜村，谷田部町，大穂町，豊里町，昭和63年1月に筑波町も編入）によるつくば市誕生以前は，新治郡桜

村に属していた。

つくば市は，茨城県南西部に位置し，北は真壁郡明野町，同郡真壁町，新治郡八郷町に，東は同郡新治村，

土浦市，南は牛久市，稲敷郡茎崎町，筑波郡伊奈町，同郡谷和原村に，西は水海道市，結城郡石下町，同郡千

代川村，下妻市に接し，総面積は259．53kdである。

つくば市の地形は，北東は筑波山を中心とする筑波山塊に接し，東は霞ケ浦に流入する桜川と，西は緩流し

て利根川と合流する小月川に挟まれた筑波・稲敷台地上にあり，市街地の大部分がここに形成されている。筑

波・稲敷台地は，標高が概ね20数mであり，東へわずかに標高を増す。東部は，北西から南東に向かう，花室

川や小野川によって開析され，短冊状に分断されている。また，西部は，牛久沼へ流入する稲荷川，東谷田川，

西谷田川によって開析されている。筑波・稲敷台地の地層は，上位から，関東ローム層が0．5～2．5mの厚さで，

常総粘土層が0．3～5．0mの厚さで堆積し，その下に竜ヶ崎層といわれる砂層が続いている。

当遺跡は，つくば市の南東部に位置し，東を桜川，西を花室川に挟まれた標高約25mの東に張り出す舌状台

地先端部に立地しており，桜川の低地との標高差は約20mである。遺跡周辺の土地利用の現状は，山林と宅地，

芝畑となっており，桜川・花室川の低地は主として水田，一部微高地は宅地や畑地となっている。当遺跡の調

査前の現況は山林であった。

第2節　歴史的環境

つくば市桜地区（旧桜村）の遺跡は，桜川右岸流域の微高地，桜川と花室川に挟まれた台地上に数多く点在
しばさき　（1）

している。旧石器時代の遺跡は，茨城県教育財団によって調査された柴崎遺跡〈33〉（中谷津遺跡から北西に

約1．5km）で，旧石器時代のナイフ形石器と尖頭器などが出土している。また，平成9年度から調査が始まっ
なかはら

た中原遺跡〈36〉（当遺跡から南西に約1km）からナイフ形石器と石刃が出土しており，中谷津遺跡の周辺で

は旧石器時代から人々の生活が始まっていることが確認されている。
あさひだい

縄文時代の遺跡は，桜川を東に望む台地の縁辺部と花室川右岸の台地に多い。代表的な遺跡としては旭台貝
しもひろおか

塚〈1〉，下広岡遺跡〈35〉　などがあげられる。旭台貝塚は中谷津遺跡から約200m西に所在する，縄文時代後
（2）

期から晩期の遺跡で，ヤマトシジミを主体とする汽水系の貝塚である。下広岡遺跡は当遺跡から南東約6km

の位置に所在する。昭和53年から55年にかけて，茨城県教育財団によって調査が行われ，縄文時代中期の住居

跡が86軒検出されている。

弥生時代の遺跡は，桜川を東に望む台地上と，桜川低地の中の微高地で確認されている。当遺跡周辺では，
はなむろ　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるく

南に約1．5kmの位置に花室遺跡〈17〉が，南東約2．5kmの位置に古来遺跡〈18〉が所在する。

古墳時代では，桜川を東に望む台地上と桜川低地内の微高地を中心に，前方後円墳や円墳が確認されている。
てんじんつか　　　　　　こんだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつづか

天神塚古墳〈5〉，金田古墳〈9〉　などは全長80m前後の前方後円墳であり，松塚古墳群〈10〉内の松塚1号
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噴，松塚2号境は全長90m級の前方後円墳である。桜地区には鹿島神社が多いことから，大和政権の開拓統治
たきのだい

との関わりも考えられる。当遺跡の周辺では，北約300mの位置に滝の台古墳群〈7〉，南東約300mの位置に
よこまち

横町古墳群〈8〉が確認されており，当遺跡で検出された古墳との関連も考えられる。滝の台古墳群内にある
すがたみじんじゃ

体見神社では，祭神の天津彦根命が応神朝に茨城国造になり，子孫がそれを世襲したという社伝が残されてお
（3）

り，滝の台古墳群を茨城国造系の一族の墳墓とみる考えもある。古墳以外でも，前に述べた柴崎遺跡や下広岡

遺跡で，この時代の住居跡が多数確認されている。
（4）

奈良・平安時代では，『和名抄』に見える，筑波郡栗原郷，河内郡菅田郷・大村郷が桜地区の郷名に比定さ

れており，律令期にはこれらの郷が成立していたと考えられる。当遺跡周辺の遺跡では，南約1kmの地点に
ここのえはいじあと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

ある九重廃寺跡〈26〉が代表的である。『桜村史』では，九重廃寺は奈良時代後期に建立されたとしており，

瓦や礎石，瓦塔などが採集されている。前に述べた中原遺跡で，奈良・平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡．
ほんでん

が多数検出されていろ。また，当遺跡から南東約1・5kmの位置に所在した本田遺跡〈12〉と，南東約2・5kmに
うえのむろじょうり

所在した上ノ室条里遺跡〈32〉は，ともに条里遺構であったが，今は津滅して往時の様相をとどめない。

中世になると，県南部のほとんどの地域が権門寺社への寄進地系荘園に組み込まれる。桜地区は，田中荘，
（6）

大井荘，信太荘に属していたと思われる。「東寺百合文書」の信太荘関連史料の中に，下大村郷（大），弘岡

郷（上広岡，下広岡），上茂呂郷（上ノ室），古来郷（古来）などが散見され，桜地区の南部は信太荘に属して
（7）

いたと考えられる。また，「日輪寺文書」に「強清水郷」という記載がある。強清水郷は今の金田と考えられ

ており，この地域は田中荘に属していたと考えられる。信太荘，田中荘は鎌倉時代初期には小田氏の支配下に

あったと考えられ，一時的に北条得宗家や上杉氏の支配に変わる時期もあったが，室町時代の後半まで小田氏

がその影響力を残していた。中世の桜地区の遺跡はそのほとんどが城館で，桜川を東に望む台地の縁辺部に所
こんだじょうあと

在し，いずれも小田氏関連の城郭といわれている。当遺跡から南約1km弱の位置に金田城跡〈27〉が，そこ
はなむろじょうあと　　　　　　　　　　　　　　　　ふるくやかたあと

から南約1kmに花室城跡〈29〉が所在する。花室城跡から東約1kmに古来館跡〈30〉，谷津を越えてすぐ南
うえのむろじょうあと　　　　　　　　　　　（8）

に上ノ室城跡〈32〉が所在する。「小田天庵記」によると金田城は沼尻氏の，上の室城は吉原氏の居城といわ
（9）

れている。また，「東国開戦私記」によると大津氏が花室城の城主となっている。また，柴崎遺跡や中原遺跡

からも，中・近世の遺構・遺物が検出されている。

小田氏の衰退後，この地域は結城秀康の支配地となるが，江戸時代になり，秀康の越前移封に伴い，天領，

藩領，旗本領と細分されていった。
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表1中谷津遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

県遺畢

番　 号

時　　　　 代
番

号

遺　 跡 ・名

県遺跡

番　 号

時　　　　 代 ‾

旧 縄 弥 古 奈

●

鎌

●

江旧 縄 弥 古 奈 鎌 江

石 文 生 墳
●
平

°
室 戸 石 文 生 ．墳 平 室 戸

◎ 中谷津遺 跡 当遺跡 ○ ○ ○ ，○ ○ ○ 18 古　来　遺　跡 2881 ○ 0

1 旭　台　貝　塚 2084 ○ 19 沼　向　遺　跡 2883 ○

2 西　坪　遺　跡 20由 ○ ○ 20 中　根　遺　跡 2884 ○

3 愛宕塚古 墳 2086 ○ 21 土器屋 遺跡 2885 ○

4 十 日塚 古墳 2087 ○ 22 倉　掛　遺　跡 2886 ○

5 天神塚 古墳 2088 ○ ○ 23 明神 門遺跡 2887 ○

6 どんどん塚古墳 2089 ○ 24 とりおい塚古墳 2888 ○

7 滝の台古墳群 2090 ○ 25 古　塚　古　墳 2889 ○

8°横 町古墳群 2091 〇 一 26 九重廃寺跡 2890 ○

9 金　 田　古　墳 2092 ○ 27 金　田　城　跡 2891 ○

稲荷 前古墳 2093 ○ ．28 上 ノ室城 跡 2892 ○

10 松塚 古墳群 2094 ○ 29 花　室　城　跡 軍893 ○

11 鹿 島様古墳 2095 ○ 30 古　来　館　跡 2894 ○

12 本　 田　遺　 跡 2097 ○ 31 大‘日塚遺 跡 2895

13 台坪才十郎遺跡 2876 ○ 32 上ノ室条里遺跡 2896 ○

14 大　山　遺　跡 2877 ○ ○ 33 柴．崎　遺　跡 2897 ○ ○ ○ ○ ○‾

15 天　神　遺　跡 2878 ○ ○ 34 大 日塚 古墳 4011 ○

16 西坪 B 遺 跡 2879 ○ 35 下馬 同遺跡 4012 ○ ○

17 花　室　遺　跡 2880 ○ ○ 36 中　原　遺　跡 ○ ○ ○ ○ ○

稲荷前古墳は浬減のため，「遺跡地図」には無記載
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第3章

第1節　遺跡の概要

中谷津遺跡は，つくば市の東側を南北に流れる桜川右岸の標高約25mの台地縁辺部上に位置している。調査

区は，便宜上，中央部東側の1区，中央部西側の2区，南部の3区，北部西側の4区，東部の5区，北部の6

区に分け調査し，総面積は11，373n了である。現況は山林である。

今回の調査によって，旧石器集中地点1か所，住居跡10軒，土坑131基，地点貝塚4か所，遺物包含層4か

所，焼土遺構6基，古墳1基，溝11条，不明遺構2基が検出されている。

住居跡はすべて縄文時代後・晩期である。そのほかは，古墳（古墳時代後期），溝11条（中・近世）をのぞ

き，すべて縄文時代と思われる。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に116箱出土している。遺物の大部分は縄文時代後期（堀之内1式期）

の土器片である。そのほか，土製品では土製垂飾り・土版・土偶が，石器・石製品では独鈷石・石赦・磨石・

敲石・石斧・石錘，旧石器の剥片などが出土している。

第2節　基本層序

第3図　基本土層図

第5層は，15～20cmの厚さで，

第6層は，15～25cmの厚さで，

第7層は，10～20cmの厚さで，

第8層は，10～30cmの厚さで，

第9層は，20～40cmの厚さで，

えられる。

第10層は，30～50cmの厚さで，

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行っ

た（第3図）。

第1層は，5～15cmの厚さの耕作土層で，暗褐色をして

いる。

第2層は，5～15cmの厚さで，暗褐色をしたハードロー

ム層で，第I黒色帯と考えられる。

第3層は，10～25cmの厚さで，褐色をしたハードローム

である。ガラス質の粒子を含み，鎌で削るとシャリシャリ

した感触がする。AT層と考えられる。

第4層は，30～40cmの厚さで，褐色をしたハードローム

層である。第3層よりも固く締まっている。

褐色をしたハードローム層である。

褐色の粘性の強い層である。

褐色をした粘性の強い層で，第6層よりも固く締まっている。

にぷい褐色をした粘性の非常に強い層である。

灰白色の粘土層である。鉄分を多量に含む。ここから常総粘土層になると考

浅黄色の粘土層である。鉄分を多量に含む。

住居跡などの遺構は第2層の上面で確認した。
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第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

当遺跡から，縄文時代の竪穴住居跡10軒を検出した。以下，検出した住居跡とそこから出土した遺物につい

て記載する。

第1号住居跡（第5・6図）

位置　調査3区中央部，E4j9区。

規模と平面形　長径4．46m，短径4．23mの円形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は1～5cmで，緩やかに立ち上がっている。

床　平坦である。床面の西部に直径30～50cmの円形の焼土の広がりが2か所確認されている。掘り込みは見ら

れず，床が焼けているだけなので炉とは考えられない。

炉　2か所。炉1は，中央からやや南寄りに付設された地床炉である。平面形は長径90cm，短径60cmの楕円形

で，床面を10cm掘りくぼめている。炉床面は火熱を受け，赤変硬化している。炉2は，炉1から南西約50cm

に付設されている地床炉である。平面形は長径43cm，短径37cmの楕円形で，床面を5cm掘りくぼめている。

炉床面は火熱を受けているが，炉1ほどは赤変硬化していない。

炉1土層解説
1　暗褐色　焼土中ブロック・粒子極少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子少量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量

炉2土層解説
1　暗赤褐色　焼土中ブロック・小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土中ブロック・小ブロック極少量

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは径20～25cmの楕円形で，深さは20cmである。P4は径25cmの円形で，深さは

20cmである。掘り込みの深いしっかりとした柱穴はこの2か所だけであり，主柱穴と考えられる。P2は径

20～25cmの楕円形で，深さは4cmである。P3は径20cmの円形で，深さは4cmである。P6は径25～30cmの楕

円形で，深さは5cmである。P5は径30cmの円形で，深さは15cmである。P7は径20－40cmの楕円形で，深さ

は5cmのピットである。いずれも掘り込みは浅いが，位置から補助柱穴と考えられる。

覆土　3層からなる。上部は削平が著しく，自然堆積か人為堆積かの判断は困難だが，残された覆土の状況か

ら自然堆積の可能性が高いと考えられる。

土層解説
1　黒褐色　　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子極少量

2　黒褐色　　焼土粒子・粘土粒子極少量
3　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子極少量

遺物　縄文土器片569点，土製品1点（土玉），石器2点（磨製石斧，凹石）が出土している。1は磨製石斧で，

P4の底面から出土している。3は深鉢形土器の口緑部片である。口唇部が欠損している。LRの単節縄文

を地文とし，沈線文が施されている。4は深鉢形土器の波状を呈する口緑部片である。沈線と刺突文が施さ

れている。5は探鉢形土器の口緑部片である。半裁竹管による沈線文が施されている。6は探鉢形土器の波

状を呈する口緑部片である。LRの単節縄文が施されている。7は深鉢形土器の波状を呈する口緑部片であ

る。波頂部に刺突文を持ち，それを起点として沈線が施されている。8は深鉢形土器の胴部片である。LR

の単節縄文を地文とし，対弧状文が施されている。9は深鉢形土器の胴部片である。平行沈線が施されてい
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る。10は深鉢形土器の胴部片である。LRの単節縄文が施されている。11は深鉢形土器の胴部片である。半

裁竹管による沈線文が施されている。12は探鉢形土器の胴部片である。半裁竹管による沈線文が施されてい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。

」し25．4m

3

C l

Z

一　　　家

第5図　第1号住居跡実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

」L25．2m

‾q跨七を「－

H

ll

一字彗戸‾

2m」 0　　　　　　　　50cm

Li＿　」

図版番号種　　別

計　　　　　　測　　　　　　値
石　　　　　質出　土　地　点備　　　　　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第6図1磨製石斧8．15．53．0196．0砂岩P4内底面QI　PL12

2凹　　　石10．27．24．1．329．0軍山岩覆土中．Q2　PL12
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盈

丑
0　　　　　　　　　　　　10cm

「－－　11－－・‥」

第6図　第1号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡（第7・8図）

位置　調査3区中央部，E4i6区。

規模と平面形　壁の立ち上がりは確認できなかったが，長径［6．76］m，短径［5．59］mの楕円形と推測でき

る。

主軸方向　［N－770－W］

床　平坦である。全般的に床が軟らかく，特に踏み固められた面は見られない。

炉　2か所。炉1は，中央部に付設された地床炉である。平面形は直径65cmの円形で，床面を10cm掘りくぼめ

ている。炉2は東部に付設された地床炉である。平面形は長径50cm，短径40cmの楕円形で，床面を10cm掘り

くぼめている。

炉1土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子極少量
3　赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量
4　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量

炉2土層解説
1暗　褐　色　焼土中ブロック中量，ローム粒子極少量
2　にぷい暗褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量，ローム粒子極少量
3　褐　　　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

ピット12か所（Pl～P12）。Pl～PlOは直径20～40cmの円形で，深さは10－20cmである。形状や配列から主

柱穴と考えられる。Pllは径20cm，P12は径25cmの円形で，深さはいずれも10cmである。位置から補助柱穴

の可能性も考えられるが，性格は不明である。
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覆土　2層からなる。上部は削平が著しく，・自然堆積か人為堆積かの判断は困難だが，残された覆土の状況か

ら自然堆積の可能性が高いと考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子極少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片298点，土師器片3点，瓦質土器片2点，石器4点（打製石斧2点，石核2点）が出土して

いる。土師器片と瓦質土器片は混入と考えられる。4は深鉢形土器の波状を呈する口縁部片である○波状部

に円形刺突文を持ち，Lの無節縄文を地文とし，沈線文が施されている。5は深鉢形土器の波状を呈する口

緑部片である。波頂部に円形の貫通孔と円形刺突文を有する。波状部中央の円形刺突文を起点とした条線が

垂下する。6は深鉢形土器の口緑部片である。口緑部の無文帯から条線文が垂下している。7は深鉢形土器

の胴部片である。Lの無節縄文を地文に，沈線文が施されている。8は深鉢形土器の胴部片である。Lの無
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節縄文を地文に，沈線文が施されている。9は深鉢形土器の胴部片である。単節縄文を地文とし，沈線文が

施されている。10は深鉢形土器の胴部片である。Lの無節縄文を地文とし，横位の沈線とそこから垂下する

沈線文が施されている。11は深鉢形土器の胴部片である。12は深鉢形土器の胴部片である。無節の縄文を地

文に，沈線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。

⊂二二L』二二コ二二∃cm

第8図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遣物観察表

L l　一一一」

図版番号種　　別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　　　 質出　土　地　点備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

第8図1剥　　　片 3．7 1．8 0．7 4．0黒曜石 覆土中 Q6　二次加工有り

2打製石斧 10．5 7．4 2．5 225．0凝灰岩 覆土中 Q3　PL12

3打製石斧 （6．1）（10．0） 2．0 （123．0）ホルンフェルス覆土中 Q4　PL12
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第3号住居跡（第9・10・11図）

位置　調査5区南部，C6C8区。

重複関係　本跡の確認面は第5，6号住居跡より1m近く低く，重複部分が撹乱を受けているため，第5，6

号住居跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　東側と南側の壁が残存しないが，長径［4．24］m，短径［3．81］mの楕円形と推測される。

主軸方向　N－500－W

壁　壁は北側と西側が残存するのみで，他は削平されている。壁高は30～60cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。南部の床は撹乱を受けて残存しない。

炉　中央やや南寄りに付設された地床炉である。平面形は，南側の一部が撹乱を受けているが，径65～70cmの

円形で，床面を30cm掘りくぼめている。断面形が2段の階段状になっており，土器埋設炉であった可能性も

考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　It I

第9図　第3号住居跡実測図
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炉土層解説
1　黒　褐　色

2　極暗赤褐色

3　黒　褐　色

4　にぷい赤褐色

5　暗　赤　褐　色

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック
少量，炭化物極少量
焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子中量，
骨片少量
ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物・
炭化粒子・灰白色粘土粒子・骨片少量
ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中
ブロック・炭化粒子少量
焼土中ブロック・小ブロック・粒子多量，焼土大ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

6　暗赤褐　色　　焼土小ブロック・粒子多量，ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量

ピット　8か所（Pl～P8）。P4は長径80cm，短径50cmの不整楕円形で，深さは60cmである。P4内からは堀

之内1式期の深鉢形土器が出土している。Pl～P3，P5～P7は径15～20cmの楕円形で，深さは20～50cmで

ある。位置からいずれも壁柱穴と考えられる。P8は直径20cmの円形で，深さは10cmである。壁外に位置し，

性格は不明である。

覆土　本跡は遺物包含層のトレンチを入れて調査中に確認されており，覆土の様相は不明である。

遺物　縄文土器及び縄文土器片217点，土師器片1点，石器4点（磨石，石皿，石鉄，剥片），焼骨片が出土し

ている。土器片は，床面や下層からの出土が多く，西部に集中している。1は底部が欠損した深鉢形土器で，

P4から埋設された状態で出土しており，埋嚢と考えられる。9は深鉢形土器の波状を呈する口縁部片であ

る。口緑部には沈線と円形刺突文を伴う隆帯が付く。10は深鉢形土器の胴部片である。LRの単節縄文を地

文とし，沈線が垂下する。焼骨片は，炉内から少量出土しているが種類や部位は不明である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 一　種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第10図 探鉢形土器 A　28．0　°底部欠損。胴部に弱い膨 らみを持 ち，頚部は横 く括れ，わずかに外傾 して 小礫 ・長石 ・スコ P 4　　　　　　　　 80％

1 縄 文 土 器 B （32．6） 口緑部に至る。口緑部は4 単位の小波状を呈する。口緑部の無文帯 を区画 リア 床面

する沈線が横位に巡る。胴部にはL R の単節縄文を地文 と．し， 3段の円形 橙色 堀之内 1 式

刺突文か ら垂下する対弧状文で覆われた蕨手文4 単位と， 1段の円形刺突 普通 埋嚢

文か ら垂下する2・本の沈線 と，その間を充填する列点文が施されている。 P L 13

2 探鉢形土器 A ［21．6］ 胴部上半から口縁部に至る破片。．胴部に弱い膨 らみを持ち，頚部は嬢 く括 小礫 ・長石 ・スコ P 5　　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （15．2） れ，わずかに外傾 して口緑部に至る。口緑部には横位の沈線が巡 り，無文 リア 床面，覆土下層

帯が区画されている。沈線下から，対弧状文で覆われた蕨手文 と対弧状文 暗褐色 堀之内 1式

がR L の単節縄文の上に施されている。 普通 P L 13

3 探鉢形土器

縄 文 土 器

A ［24．6］

B （8．5）

口緑部破片。頚部は凄 く括れ，口緑部に至る。無文。 小礫 ・長石 ・スコ

リア ・砂粒

褐色　　　　 普通

P 6　　　　　　　 10％

覆土下層

堀之内 1式．

4 探鉢形土器

縄 文 土 器

B ［3．1］

C　 7．8

底部破片。平底。 小礫 ・長石 ・石英

スコリア

橙色　　　　 普通

P 7　　　　　　　　 5％

床面

堀之内 1 式

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ ・（C皿） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第10図 5 石　　　 核 4．0 2．4 1．9 16．0 チャー ト 覆土中 Q lO　剥片素材　 P L 13

6 ．石　　　 鉄 2．3 1．6 ・ 0．3 0．8 チャー ト 床面 Q 9　 P L 13

第 11図 7 磨　　　 石 12．云 7．3 6．4 853．0 凝灰岩 覆土中層 Q 7

8 石　　　 皿 （15．6） 20．0 6．3 （20 60．0） 凝灰岩 覆土中層 Q 8　 P L 13
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第10図　第3号住居跡出土遺物実測図（1）
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第11図　第3号住居跡出土遺物実測図（2）
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第4号住居跡（第12・13・15図）

位置　調査5区南部，C6d7区。

重複関係　本跡は第5号住居跡に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　北壁と東壁が第5号住居跡に掘り込まれていて残存していないが，長径［5・83］m，短径5・38m

の円形と推定される。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は6～30cmで，外傾気味に立ち上がる。

床　平坦である。床面の西部が踏み固められている。西部と南西部で焼土塊が確認されている。西部と南部の

焼土塊を断ち割り，堆積状況を確認したところ，住居跡の覆土が掘り込まれるような状況で多量の焼土が堆

積していた。住居廃絶直後，まだ完全に埋没する前に壁面を利用して穴を掘り，火を焚いた跡と見られる0

南西部の焼土塊は床面との間に黒色の間層を持っており，住居埋没後に火を焚いた跡と思われる。

炉　2か所。炉1は中央部やや南寄りに付設された地床炉である。平面形は，北部の立ち上がりが不明である
丁ノ

が，長径［85］cm，短径70cmの楕円形で，床面を20cm掘りくぼめている。炉床面は西部が火熱を受け，赤変

硬化している。炉2は炉1のすぐ北，住居跡の中央部に付設された地床炉である。平面形が長径［70］cm，

短径50cmの楕円形で，床面を15cm掘りくぼめている。西部底面が火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・骨片少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・粒子多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック中量，焼土大ブロック・炭化粒子・骨

片少量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，炭化粒子・骨片少量

4　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，炭化粒子・骨片少量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・粒子多量

ピット18か所（Pl～P18）。Pl～Pllは長径30～40cm，短径20～35cmの楕円形で，深さは24～60cmである。

いずれもその形状や配列から主柱穴と考えられるo P12～P18は径15～20cmの円形で，深さは14～49cmであ

る。性格は不明である。

覆土　2層からなる。1層は斜面から流れ込んだ表土で，2層が覆土と考えられる。自然堆積である。

土層解説
1褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子極少量

2　暗褐色　焼土粒子少も　ローム粒子・炭化粒子極少量

遺物　縄文土器片12，014点，石器（磨石，剥片等）24点，獣骨，魚骨，鳥骨，貝が出土している。縄文土器片

は床面や下層を中心に全体的に出土しているが，細片が多い。1は深鉢形土器の口縁部片で，北西部の床

面から出土している。8は探鉢形土器の口緑部片である○内面に沈線が巡り，外面にはLの無節縄文を地

文とし，横位の沈線を起点に，同心円上に重複する半円状の沈線が施されている。9は深鉢形土器の口縁

部片である。内面に沈線が巡り，外面には横位の沈線間をLの無節縄文が充填されている。10は深鉢形土

器の口縁部片で，胎土に繊維を含み，RとLの無節縄文で羽状縄文を施している。11は浅鉢の口緑部片で

ある。Lの無節縄文を施し，口緑部直下に補修孔が穿たれている。12は深鉢形土器の口緑部片で，刻目の

付く隆帯と沈線文が横位に巡り，補修孔が穿たれている。13は小形鉢または注口土器の頚部片と思われる。

円形刺突文が充填された隆帯と，沈線文が巡る。14は深鉢形土器の口縁部片である。口緑部の無文帯を区

画する横位の沈線と，そこから垂下する沈線文が施されている015は浅鉢の口縁部片である。横位の沈線

が巡り，無節の縄文を地文として沈線が施されている016は深鉢形土器の口緑部片である。口緑部直下に

半裁竹管による横位の条線文が巡り，胴部にかけて条線文が垂下する。17は深鉢形土器の胴部片である。

LRの単節縄文を地文とし，懸垂文が施されている018は深鉢形土器の頚部片で，「8」の字状の付文と連

－19　－



第12図　第4・5・6号住居跡実測図（1）
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0　　　　　　　50cm
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第13回　第4・5号住居跡実測図（2）
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第14図　第6号住居跡実測図（3）

0　　　　　　　　50cm
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繋して円形刺突文が充填・された隆帯が巡る。無節縄文を地文とし，「8」の字状の付文を起点とした同心円

上に重複する半円状の沈線文が施されている。10は黒浜式，15は称名寺式，8・14～17は堀之内1式，18は

堀之内2式，9・11－13は加曽利B式と考えられる。9～13・18は混入と考えられる。3は剥片で，中央部

南寄りの床面から出土している。骨・貝類はいずれも炉内から出土しており，ヤマトシジミ15点，コイ科

（コイまたはフナ）の椎骨2点，種不明魚類椎骨6点，鳥骨片1点，イノシシ臼歯片1個分，陸獣肋骨片1

点，焼骨小片少量である。

所見　本跡の出土土器は，黒浜式，堀之内1式，堀之内2式，加曽利B式と多岐にわたるが，1が床面から出

土していること，重複関係から堀之内1式期の第5号住居跡よりも古いことから，本跡の時期は，縄文時代

後期前葉の堀之内1式期と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 ・ 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第15図 探鉢形土器 A ［28．2］ 胴部上半から口緑部にかけての破片。口緑部は緩やかに内傾 し；二重の沈．小礫 ・長石 ・スコ P 8　　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 B （12．2） 線が横位に巡 り，幅の狭い無文帯を区画している。胴部にはR L の単節縄 リア 床面

文を地文とし，無文帯を区画する沈線を起点に，同心円上に重複する半白 赤褐色 堀之内 1 式‥

状のモチーフと，それから垂下する，半裁竹管による対弧状文が施されて

いる。

普通 P L 14

図版 番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （Cふ） 重 量 （g ）

第 15図 2 磨　　　 石 （6．2 ） 6．1‘ 3 ．7 （127．0 ） 安 山岩 覆土 中 Q ll

3 剥　　　 片 4．0 2．1 ．・ 0 ．7 6．4 喝瑠 床面 Q 12

4 剥　　　 片 3．3 2．7 ．1．3 5．4 硬質 頁岩 覆土 中 Q 14　 旧石器　 P L 15

5 剥　　　 片 3．0 1．4 1‾．0 3．9 チ ャー ト 覆土 中 Q 15

6 剥　　　 片 3．0 1．2 0．8 2ユ チ ャー ト 覆土 中 Q 16

7 剥　　　 片 ．1．6 1．1 0．4 0 ．5 チ ャー ト 覆土 中 Q 17
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第5号健屠静（第12013e且6図）

位置　調査5区南部，C6d8区。

重複関係　本跡は，第4号住居跡を掘り込み，第6号住居跡に掘り込まれている。第4号住居跡より新しく，

第6号住居跡よりも古い。

規模と平面形　北東壁が撹乱を受け，東壁を第6号住居跡に掘り込まれて残存していないが，長径［4．08］恥

短径［3．33］mの楕円形と推測される。

主軸方向　N－570－E

壁　壁高は10～18cmで，外傾気味に立ち上がる。

床　平坦である。床面南部が踏み固められている。

炉　中央部やや北東寄りに付設された地床炉である。平面形は直径50cmの円形で，床面を15cmほど掘りくぼめ，

さらに中央部を15cm掘りくぼめている。

炉土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粒子少量
4　褐　色　ローム粒子少量

だッ匝18か所（P19～P36）。P19e P20は長径40C恥　短径30～35cmの楕円形で，深さは35～40cmである。形状

や配列から主柱穴と考えられる。P21～P29は直径且0～35cmの円形で深さは8～48cmである。いずれもその形

状や配列から壁柱穴と考えられる。P30もP31は長径40ゆ50cm，短径35cmの楕円形で，深さは50e57cmであ

る。P30は第4号住居跡の炉を掘り込んでいる。P31はP30と対になるように検出されており，出入り口施

設に伴うピットの可能性も考えられる。P32～P34は長径20～40C恥　短径20～30cmの楕円形で，深さは且9～

29cmである。形状や配列から補助柱穴の可能性も考えられるが性格は不明である。P35ゆP36は直径25620cm

の円形で，深さは11・37cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　6層からなる。自然堆積である。

土層解説

1　灰褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，焼土粒子極少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

5　褐　色　ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　縄文土器片掴75点，土師器片1点，石器6点（石皿1点，磨石3点，剥片2点）が出土している。1は

深鉢形土器の胴部から目線部に至る破片で，北部の撹乱層から出土している。2は深鉢形土器の波状を呈す

る日録部片である。波頂部下に，円形刺突文を繋ぐ隆帯が貼付されている。3は深鉢形土器の胴部である。

LRの単節縄文を地文とし，沈線文が垂下する。4は深鉢形土器の目線部片である。沈線文が施された隆帯

が口唇部から垂下し，刺突文で充填された横位の隆帯と結ばれる。5は深鉢形土器の胴部である。条線文が

施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第16図 探鉢形土器 A ［16．2］ 胴部から目線部に至る破片。胴部は外傾気味に立ち上が り，日録部で外に 長石 ・スコリア P 9　　　　　　　　 40％

1 縄 文 土 器 B （15．4） 開く。目線部から胴部にかけて，L R の単節縄文が施されている。 暗赤褐色

普通

覆土下層

堀之内 1 式　　　 P L 14
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第16図　第5号住居跡出土遺物実測図
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！　　　；　　　！

図版番号種　　別
計　　　　　　測　　　　　　値

石　　　　　質出　土　地　点 備　　　　　　　　　　 考

長さ（CⅡ】）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第16図6石　　　皿 （17．8） 5．4 5．3 （1150．0）凝灰岩 覆土中 Q18　PL14

7磨　　　石 （7．1） （6．0） 3，8 （169．0）凝灰岩 覆土中 Q19

8磨　　　石 （6．6） （5．4） 4，0 （137．0）凝灰岩 覆土中 Q20

9石　　　鍍 （2．0） （1．5） 0．5 （1．0）チャート 覆土中 Q22　PL14
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第6号住居跡（第12・13・14・17図）

位置　調査5区南部，C6d8区。

重複関係　本跡は，第5号住居跡を掘り込んでおり，第5号住居跡より新しい。

規模と平面形　北壁と東壁が撹乱を受けて残存していないが，径［3．80］m程度の円形と推定される。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は14～26cmで，外傾気味に立ち上がる。

床　平坦である。

炉　中央部やや北西寄りに付設された地床炉である。北部が撹乱を受けて残存しないが，車両形は径［65］cm

の円形と推定され，床面を16cmほど掘りくぼめている。

炉土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子
少量，ローム大ブロック・焼土大ブロック・焼土粒子極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P5・P6は直径30～35cmの円形で，深さは24～［70］cmである。配列から

主柱穴と考えられる。P2～P4は直径15－30cmの円形で，深さは15～50cmである。いずれもその形状や配列

から壁柱穴と考えられる。

覆土　5層からなる。自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物・粒子少量，焼土粒子極少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック・粒子極少少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土中ブ

ロック極少量
5　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・炭化粒子少量，炭化物極少量

遺物　縄文土器及び縄文土器片948点，石器・石製品3点（磨石，石錘等）が出土している。5は深鉢形土器の

口縁部片である。口緑部直下に沈線文が巡り，単節縄文を地文として弧状文が垂下する。6は深鉢形土器の

胴部片で，条線文が施されている。4は砥石で，中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内2式期と考えられる。

第6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

一第17図 探鉢形土器 A　30．4 底部欠損。胴部は外傾して立ち上が り，口緑部に至る。口緑部には，刺突 小礫 ・長石 ・スコ P lO　　　　　　　　 80％

1 縄 文 土 器
′

B （22．9） 文により充填された隆帯 と3単位の ．「8」字状の付文が連繋 して堪る。隆 リア 覆車中

．帯の下を半裁竹管による2 組の沈線が巡る。それぞれの 「8 」字状の中間 暗褐色 堀之内‘2 式 ＿

は，口唇部が内に括れるように強く押庄されている。胴部には 「8 」字状

の付文とそれらの中間を起点とし，直線的に垂下する沈線文とその両側に

構成 される沈線文が施されている。

普通 P L 15

2 深鉢形土器 A ［18．9］ 胴部から口緑部に至る破片。胴部は外傾気味に立ち上が り，口緑部近 くで 小礫 ・長 石 ・石 P l1　　　　　　　 40％

縄 文 土 器 B （24．5） 弱 く内傾する。 L の無節縄文を地文として，口唇部の下に二重の沈線が巡 英 ・スコリア 覆土中　　　 堀之内2式

り，そこから半裁竹管 による沈線が斜位に垂下する。 黒褐色　　　 普通 P L 14

3 深鉢形ヰ琴 A ．［2叫 胴部か ら口緑部に至る破片。胴部は外傾 して立ち上がり，口縁部に至る0 小礫 ・長 石 ・石 P 12　　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （14．0） 口緑部は小波状を呈 し，口唇部の下に三重の沈線が，内面上位に沈線が巡 英 ・スコリア 覆土中　　　　 堀之内式

る。波状部の下の突起 を起点として対弧状文が垂下するd 黒褐色　　　 普通 P L 14

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第17図 4 砥　　 一石 ・2．7 3．1 1．6 2 1．0 凝灰岩 床面 Q 26　 P L 15
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第17図　第6号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡（第18・19・20・21図）

位置　調査6区西部，C4b8区。

規模と平面形　南西壁が調査区域外のため規模は不明であるが，長径［5．64］m，短径5．32mの楕円形と推定

される。

主軸方向　N－470－E

壁　壁高は25～37cmで，外傾気味に立ち上がる。

床　平坦である。

炉　中央部に付設された地床炉である。一部が調査区域外であるが，長径（80）cm，短径80cmの不整楕円形と

推定され，床面を28cm掘りくぼめている。炉の北東側に，長径40cm，短径35cmの楕円形で深さ59cmのピット

ー　27　一



が確認されたが，炉の覆土が流れ込んでおり，ピット壁面も焼けていないため，炉廃絶後に掘り込んだもの

で本跡に伴わないものと考えられる。

炉土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物少量
3　にぷい赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・スコリア小ブロック・スコリア粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，スコリア小ブロック・スコリア粒子少量

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl・P4～P8は直径15～25cmの円形で，深さは17～48cmである。P2は長径40cm，

短径30cmの楕円形で，深さは29cmである。P3は長径45cm，短径20cmの不整楕円形で，深さは64cmである。

いずれもその形状や配列から壁柱穴と考えられる。

－28－

第18図　第7号住居跡実測図
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覆土　3層からなる。自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・スコリア粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，スコリア粒子極少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，スコリア粒子極少量

遣物　縄文土器及び縄文土器片1，441点，土師器片1点，土製品2点（垂飾り，円盤），石器・石製品11点（磨

石等），焼骨小片3点が出土している。遺物は中央部を中心に床面から覆土上層にわたって出土している。

1～6・13～15は胴部から口緑部に至る破片である。1は中央部の覆土下層から，2は南部の覆土上層と下

層から，3は中央部と北部と東部の覆土上層から，4は中央部の覆土上層から，5は中央部東寄りの覆土上

層から，6は中央部南寄りの覆土上層から，13は中央部の覆土上層から，14は中央部の覆土上層から，15は

東部の覆土上層からそれぞれ出土している。7は探鉢形土器の胴部上半から口緑部に至る破片である。口緑

部は波状を呈し，波頂部直下に貫通孔を有す。胴部にはLRの単節縄文が施されている。8は深鉢形土器の

口緑部片である。LRの単節縄文を地文とし，口唇部に刺突文が巡る。9は探鉢形土器の口緑部片である。

口緑部直下に隆帯が巡る。単節縄文を地文とし，隆帯を起点とした沈線文が垂下する。10は深鉢形土器の口

緑部片で，口縁部の無文帯の下に沈線文が縦横に施されている。11は深鉢形土器の胴部片である。単節縄文

を地文とし，横位の沈線文と弧状文が施されている。12は深鉢形土器の胴部片である。LRの単節縄文を地

文とし，沈線文が垂下する。18は磨石で，中央部床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

・第19図 深鉢形土器 A ［17．7］ 胴部下半から口緑部に至る破片。円筒状を呈して口緑部に至る胴部上半部 小礫 ・長石 ・スコ P 14　　　　　　　 40％

1 縄 文 土 器 B （24．6） と比較して，胴部下半部は小振 りな底部に向かって直線的に収束する。口 リア 覆土下層

線上に3 単位の小波状を呈する。目線部には半裁竹管による沈線が巡 り， 橙色 堀之内 1式

それを起点として，蛇行沈線が胴部下半まで垂下する。胴部はL R の単節・

縄文を地文とする。

普通 P L 16

2 深鉢形土器 A ［36．8］ 胴部上半から口緑部に至る破片。胴部は外傾気味に立ち上がり，口縁部に 小礫 ・長石 ・スコ P 15　　　　　　　 15％

縄 文 土 器 B （20．2） 至る？口緑部は小波状を呈する。口唇部は外側に稜を持つ。ロ緑部直下か リア 覆土上 ・下層

ら胴部にかけてL R の単節縄文が施されている。 暗褐色　　　 普通 堀之内 1式　　　 P L 16

3 深鉢形土器 A ［32．8］ 胴部上半から口緑部に至る破片。胸部は緩やかに外傾 して立ち上が り，口 長石 ・スコリア P 17 15％　 覆土上・下層

縄 文 土 器 B （17．0） 緑部に至る。口緑部直下から胴部にかけてL の無節縄文が施されている。 橙色　　　　 普通 堀之内 1式　　　 P L 17

第20図 探鉢形土器 A ［28．0］ 胴部上半から口緑部に至る破片。胴部は外傾気味に立ち上がり，頚部で弱 小礫 ・長石 ・スコ P 16　　　　　　　 15％

4 縄 文 土 器 B （26．6） い括れを持ちなが ら口緑部に至る。口唇部内面に半裁竹管による沈線が巡 リア 覆土上層

る。L R の単節縄文を地文とし，口縁部直下から，Ⅹ字状の多条の沈線が 暗褐色 堀之内 1式

垂下する。 普通 P L 17

5 深鉢形土器 A ［26．8］ 胴部か ら口緑部に至 る破片。胴部下半は横やかに外傾 して立ち上が り，胴 小礫 ・長石．・スコ P 18　　　　　　　 30％

縄 文 土 器 B （26．8） 郡上半から円筒状を呈して口縁部に至る。口輝部は小波状 を呈 し，直下に リア 覆土上層

沈線が巡る。胴部にはL R の単節縄文を地文とし，口緑部直下から，Ⅹ字 暗褐色 堀之内 1式

状の多条の沈線が垂下する。 普通 P L 17

6 探鉢形土器 A ［30．3］ 胴部上半から口緑部に至る破片。胴部は外傾 して立ち上がり，口緑部に至 小礫・長石・石英・スコリア P 19　 10％　 覆土上層

縄 文 土 器 B （13．2） る。口緑部直下か ら胴部にかけて，L R の単節縄文が施されている。 暗褐色　　　 普通 堀之内 1式　　　 P L 17

第21図 探鉢形土器 A ［26．2］ 胴部上半から口緑部 に至る破片。胴部は緩やかに外傾して立ち上が り，頸 小礫 ・長石 ・スコ P 20　　　　　　　 10％

13 縄 文 土 器 B （11．7） 部で弱 く括れる。口緑部の無文帯の下か ら胴部にかけてR L の単節縄文が リア 覆土上層

施 されている。 暗褐色　　　 普通 堀之内 1式　　　 P L 17

14 深鉢形土器 A ［33．4］ 胴部上半から口緑部に至る破片。胴部上半か ら緩やかに内傾し，口緑部に 小礫・長石・石英・スコリア P 21 10％　 覆土上層

縄 文 土 器 －B （11．2） 至る。・口緑部直下から胴部にかけてR L の単節縄文が施されている。‘ 赤砲色　　　 不良 堀之内 1式　　　 P L 16

15 探鉢形土器 B （14．7） 胴部か ら口緑部に至 る破片。胴部は緩やかに内攣し，頚部が括れる。口緑 小礫 ・長石 ・石英 P 22　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 部は貫通孔が施された小波状を呈する。胴部には，L R の単節縄文を地文 暗褐色 覆土上層

とし，波状部を起点とした沈線が施 されている。 普通 堀之内 1 式　　　 P L 16

16 蓋

縄 文 土 器

A　 5．3

B　 l．5

天井部は丸 く，横やかに開く。無文である。 小礫・長石・スコリア

橙色　　　　 普通

P 23　 100％　 覆土中

堀之内 1 式　　　 P L 16
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第19図　第7号住居跡出土遺物実測図（1）
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第20図　第7号住居跡出土遺物実測図（2）
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第21図　第7号住居跡出土遺物実測図（3）

0

9．20　しこ⊥＝＿＝∃

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　　　　 考

長さ（C皿） 幅（cIn） 厚さ（cm）孔径（cm） 重量 （g）

第21図19 土製垂飾り 4．3 （3．3） 0．6 0．5 （6．0） 覆土中 DP I　PL30

20 土製円盤 （3」，） （6．2） 0．7 （12．0） 覆土中 DP2　PL30

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　　　 質 出　土　地　点 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第21図17 礫 13．7 7．1 4．3 561．0 凝灰岩 覆土中 Q27　朱付着　PL17

18 磨　　　 石 （6．4） 8．0 4．6 （326．0） 安山岩 床面 Q28　PL17
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第10号住居跡（第22・23・24図）

位置　調査6区北西部，B4i9区。

規模と平面形　西側にピットを伴う細い溝2条が「ハ」の字状に確認されており，柄鏡形の住居跡と考えられ

る。住居跡本体は長径5．53m，短径4．72mの楕円形で，出入り口部は長さ1．30m，最大幅1．25mである○

主軸方向　N－970－E

壁　壁高は14～28cmで，外傾気味に立ち上がる。

床　平坦である。東壁近くと南東壁近くの2か所で焼土が検出されている。ともに覆土上層に薄く堆積するの

みであり，投棄された焼土と考えられる。

炉　中央部やや東寄りに付設された地床炉である。平面形は長径1．28m，短径52cmの不整楕円形で，床面を12

cm掘りくぼめている。

炉土層解説
1暗褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

5　褐　色　ローム粒子少量
6　褐　色　ローム粒子少量

ピット　33か所（Pl～P33）。Pl・P7・P13・P21は径30～50cmの円形で，深さは39～71cmである。形状や

配列から主柱穴と考えられる。P2～P6・P8～P12・P14・P22・P27は，径18～42cmの円形で，深さは11～

70cmである。主柱穴間に配置されており，主柱穴よりも小さくて浅い柱穴が多いため，補助柱穴と考えられ

る。P28～P33は長径20～50cm，短径8～45cmの楕円形で，深さは18－60cmである。配列から出入り口施設に

伴うピットと考えられる。P15－P20・P23～P26は径15～50cmの円形で，深さは12～43cmである。いずれも

性格は不明である。

Pl土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中量，
2　暗褐色　ローム粒子多量，
3　暗褐色　ローム粒子多量，

炭化粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，

P7土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック
2　褐　　色　ローム小ブロック
3　褐　　色　ローム中ブロック

P9土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，
2　褐　　色　ローム粒子多量，
3　褐　　色　ローム大ブロック

Pll土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，
2　褐　　色　ローム小ブロック
3　暗褐色　ローム粒子多量，
4　褐　　色　ローム小ブロック

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・極少量
ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化物

ローム中ブロック・小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

・粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
・粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子極少量
・小ブロック・粒子多量

ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物極少量
・中ブロック・小ブロック・粒子多量

ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
・粒子多量
焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子極少量
・粒子多量，ローム大ブロック・中ブロック中量

P12土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，炭化物中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大ブロック・中ブロック中量，炭化粒子極少量
4　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子極少量

P14土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック′・粒子多量，．ローム中ブロック・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子

炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック
3　暗褐色　ローム小ブロック
4　褐　　色　ローム小ブロック

P19土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，
2　暗褐色　ローム粒子多量，

P21・22土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，
2　暗褐色　ローム粒子多量，
3　褐　　色　ローム小ブロック
4　褐　　色　ローム小ブロック
5　暗褐色　ローム粒子多量，
6　褐　　色　ローム粒子多量
7　褐　　色　ローム小ブロック

・粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子極少量
・粒子多量，ローム大ブロック・中ブロック少量，炭化粒子極少量
・粒子多量，ローム大ブロック・中ブロック少量

ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム中ブロック・小ブロック中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・粒子少量
ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
・粒子多量，ローム大ブロック・中ブロック中量，炭化粒子少量
・粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量，炭化物極少量
ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

・粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・焼土小ブロック少量，炭化物・粒子極少量
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覆土　3層からなる。上部は削平と撹乱が著しく，自然堆積か人為堆積かの判断は困難であるが，残された覆

土の状況から自然堆積の可能性が高いと考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量
3　褐　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒子多量

遺物　縄文土器及び縄文土器片3，619点，土製品3点（土偶，土版，垂飾り），石器・石製品96点（浮子，石皿，

凹石，石核，剥片等），焼骨小片10点が出土している。これらの遺物は北部を中心に床面から覆土上層にか

けて出土している。1は口緑部が欠損した浅鉢形土器で，南部の覆土上層から出土している。23は深鉢形土

器の胴部上半から口縁部に至る破片である。Lの無節縄文を地文とし，口緑部は横位の沈線文によって区画

され，胴部には連弧文が横に巡る。24は深鉢形土器の口緑部片である。内面に沈線文が，外面に刻目で充填

された隆帯と沈線文が横位に巡る。25は深鉢形土器の口緑部片である。内面には沈線文が横位に施され，外

面にはRLの縄文を地文とし，渦巻き文が施されている。26は深鉢形土器の口緑部片である。沈線文が施さ

れている。27は深鉢形土器の口緑部片である。沈線間にLRの単節縄文が施されている。28は深鉢形土器の

口緑部片である。口緑端部に刻目が施され，口唇部と沈線間が条線で充填されている。29は28と同一個体と

思われる。25・26は堀之内1式，24・26は加曽利B式，23・28・29は安行3b式，1は大洞BC式と考えられ

る。2はミミズク形土偶で，北部の覆土下層から出土している。3は土版で，沈線文と刺突文により文様が

描出されている。中央部西寄りの床面から出土している。5は独鈷石である。6～8は石鉄で，北部の覆

土下層，北壁近くの覆土中層，東部の覆土中層からそれぞれ出土している。10・11はスクレイパーで，それ

ぞれ南部の覆土中層，東部床面から出土している。14～17は石鉄の未製品で，それぞれ南部の覆土下層，西

部の覆土中層，中央部の覆土下層，東部の覆土中層から出土している。21は浮子で，北部の覆土下層から出

土している。22は凹石で，中央部西寄りの床面から出土している。

所見　本跡からは，ミミズク形土偶と土版，独鈷石が出土しており，何らかの祭祀行為が行われていたと考え

られる。また，覆土中から石鉄や石鉄の未製品，スクレイパーが多数出土しており，投棄されたものと思わ

れることから，本跡の近辺で石鉄の製作を行っていた可能性が考えられる。本跡の出土土器は堀之内1式，

加曽利B式，安行3b式，大洞BC式と多岐にわたっているが，8・9が覆土下層から出土していること，石

鉄等が晩期に属すると考えられること，1が完形に近い状態で出土していることなどから，時期は縄文時代

晩期前葉と考えられる。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 ・ 種 計測値（cm） 器　 形　 視　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第23図 浅鉢形土器 B （4．4） 口緑部欠損。丸底。胴部は内攣して立ち上が り，口緑部は外反する。 R の 小礫 ・長石 ・石英 P 24　　　　　　　 60％

1 縄 文 土 器 C ・5．0 無節縄文を地文とし，頚部の横位沈線間に刺突文が施 されている。 内 ・外面赤彩

赤褐色

普通

底部煤付着　　 覆土上層

大洞B C 式

P L 18

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 ． 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第23図 2 土．　 偶 （7．5） 5．9 3．0 － （101．0） 覆土下層 D P 3　 ミミズク形　 安行式　 PL 18

3 土　　　 版 8．9 6．0 2．4 － 147．0 床面 D P 4　 安行 3 b～ 3 C式　 P L 18

14 土製垂飾 り 2．2 1．3 1．1 0．2 3．0 覆土中 D P 5　 P L 30
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図版 番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第23 図 5 独　 鈷　 石
（言．0 ）

5 ．9 2．5 （194 ．0） 凝灰 岩 覆土 中 Q 29　 P L 18

6 石　　　 鉄 2．3 1．2 ・ 0．5 1．0 黒 曜石 覆土 下層 Q 30　 P L 19

7 石　　　 鉄 3．6 1．2 0．6 1．4 チ ャー ト 覆土 中層 Q 31 P L 19

8 石　　　 鉄 1．5 3．7 0．6 ．2．3 チ ャー ト 覆土 下層 Q 32　 P L 19

9 スクレイパー 5．1 4．9 1．0 20．0 頁岩 覆土 中 Q 33　 P L 19

10 スクレイパー 3．0 4．2 1．1 13．0 硬 質頁岩 覆土 中層 Q 3 4　 P L 19

11 スクレイパー 2．3 3．4 1．0 ．5．7 チ ャー ト 床面 Q 3 5　 P L 19

第 24 図 12 スクレイパー 2．1 2．7 1．2 4．8 チ ャー ト 覆土 中 Q 3 6　 P L 19

13 スクレイパー 1．4 2．3 0．6 1．5 チ ャー ト
彿土 中

Q 3 8　 P L 19

14 石　　　 鉄 3．1 1．8 0．9 4．9 チ ャー ト 覆土下 層 Q 3 9　 未 製品　 P L 19

15 石　　　 鉄 2．9 2．0 0．6 3．5 チ ャー ト 覆土 中層 Q 40　 未 製品　 P L 19

16 石　　　 鉄 3．0 1．2 0．5 1．8 チ ャー ト 覆土下 層 Q 4 1 未 製品　 P L 19

17 石　　　 鉄 軍．8 1．3 0．6 1．5 チ ャー ト 覆 土 中層 Q 42　 未 製品　 P L 19

18 石　　　 核 2．9 2．2 0．9 6．1 チ ャー ト 覆土 中 Q 43

19 石　　　 錘 4 ．6 3．4 1．0 25．0 粘板岩 痍 土 中 Q 45　 P L 19

20 車　　 錘 5 ．5 3．0 1．4 32．0 凝灰岩 覆 土 中 Q 46　 P L 19

2 1 洋　　　 子 7 ．2 6．0 1．7 19．0 流紋岩 覆 土下 層 ・ Q 49　 P L 19

22 凹　　　 石 8．4 7．3 5 ．1 16 2．0 安 山岩 床 面 Q 52　 P L 19

第11A号住居跡（第25図）

位置　調査6区北部，B5色区。

重複関係　本跡は第11B号住居跡と重複しているが，ともに確認面が床面であったことと，出土土器が同型式

期であるため，新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁が残存せず，北東部が調査区城外のため，規模と平面形は不明であるが，検出された柱穴の

位置から長径（5．55）m，短径［6．11］mの楕円形と推定できる。

主軸方向　［N－430－E］

床　平坦である。

炉　中央部に付設された地床炉である。平面形は直径37～40cmの円形で，床面を20cm掘りくぼめている。

炉土層解説

1明　赤褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P8は直径30～75cmの円形で，深さは15～50cmである。形状や配列から主柱

穴と考えられる。P3は第11B号住居跡の主柱穴の可能性も考えられる。

遺物　縄文土器片が第11B号住居跡出土遺物を含めて309点出土している。1は深鉢形土器の胴部片で，P4の

覆土中から出土している。蛇行沈線文と2条の沈線文が施されている。2は深鉢形土器の胴部片で，Plの

覆土中から出土している。RLの単節縄文を地文とし，半裁竹管による沈線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。
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第11B号住居跡（第25図）

位置　調査6区北部，B5f2区。

重複関係　本跡は第11A号住居跡と重複しているが，ともに確認面が床面であったことと，出土土器が同型式

期であるため，新旧関係は不明である。

規模と平面形　壁が残存せず，北東部が調査区域外のため，規模と平面形は不明であるが，検出された柱穴の

位置から長径（4．24）m，短径［4．51］mの楕円形と推測できる。

主軸方向［N－420－E］

床　平坦である。

炉　中央部に付設された地床炉である。平面形は長径90cm，短径70cmの不整楕円形で，床面を10cm掘りくぼめ

ている。

炉土層解説
1暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

ピット　5か所（P9～P13）。P9～Pllは長径35～40cm，短径30～40cmの楕円形で，深さは24～64cmである。

形状や配列から主柱穴と考えられる。P12・P13は径35cmの円形で，深さは38～65cmである。性格は不明で

ある。

所見　本跡は，確認面が床面であり，第11A号住居跡と重複している。また，出土遺物のほとんどが同じ時期

と見られるため，本跡と第11A号住居跡からの出土遺物の区別を明確にすることができなかった。しかしな

がら，第11A・B号住居跡出土の縄文土器片の大半が堀之内1式で占められることから，本跡の時期は，縄

文時代後期前葉の堀之内1式期とみられる。

表2　中谷津遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位置 主軸方向 平面形

規　 模 （m ）
（直径）

（長径 ×短径）

壁　 高

（cm）
床面

内　　 部　　 施　　 設
覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　　　 考

新旧関係 （古→新）主柱穴 竪柱穴 ピット入　口 炉・籠

1 E 4 j9 N －730－W 円　形 4．46　×　4．23 1 ～ 5 平坦 2 5 炉 目顔
縄文土器片569，土製品1 ，

石器 2

縄文時代後期前葉

（堀之内 1式期）

2 E 4j6 ［N －770－W ］［楕円形］［6．76］×［5．59］ 平坦 10 2 炉 自然
縄文土器片298，・土師器片 3 ，

瓦質土器片 2 ，石器 4

縄文時代後期前葉

（堀之内 1式期）

3 C 6C8 N －500－E ［楕円形］［4．24］×［3．81］30～60 平坦 6 2 炉
縄文土器片217，土師器片 1 ，

石器 4 ，骨片

縄文時代後期前葉

（堀之内 1式期）

4 C 6 d7 N －380－W ［円　形］［5．83］× 5．38 6 ～30 平坦 11 7 炉 自然
縄文土器片12014，石器24，

貝，獣骨，’魚骨

縄文時代後期前葉（堀之内1式期）

本跡→S15

5 C 6 d 8 N －570－E ［楕円形］［4．08］×［3．33］10～18 平坦 2 9 7 炉 自然
縄文土器片1475，土師器片 1 ，．

石器 6

縄文時代後期前葉（堀之内1式期）

S14→本跡→S16

6 C 6 d 8 N －330－W ［円　形］ ［3．80］ 14～26 平坦 3 3 炉 自然
縄文土器片948，

石器 ・石製品 3

縄文時代後期前葉（堀之内2式期）

S15→本跡

7 C 4b 8 N －470－E ［楕円形］［5．64］× 5．32 25～37 平坦 9 2 炉 自然
縄文土器片1441，土師器片 1 ，

土製品2 ，石器11

縄文時代後期前葉

（堀之内 1式期）

10 E 4 i9 N －970r E 楕円形 5．53　×　4．72 14～28 平坦 4 22 ． 6 炉 自然
縄文土器片3619，土製器 3 ，

石器 ・石製品96，骨片

縄文時代晩期前葉

11A B 5 f 2 ［N －430－E］［楕円形］（5．55）×［6．11］ 平坦 8 炉

縄文土轟片309
縄文時代後期前葉

（堀之内 1式期）

11B B 5 f 2 ［N －420－E］［楕円形］（4．24）×［4．51］ 平坦 3 2 炉
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2　古墳

当遺跡から，古墳時代後期の方墳を1基検出した。以下，検出した方墳とそこから出土した遺物について記

載する。

第1号古墳（第26・27・28・29図）

現況と確認状況墳丘封土は削平されて残存せず，表土除去により周溝と石室の一部が検出された。

位置　調査6区北部のB5区及びC5区に位置している。台地上の平坦な場所に立地している○

重複関係　第10・11号溝，第129号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

墳形及び規模　周溝の規模と平面形から東西約14m，南北約13mの方墳である。

墳丘　後世の削平により残存しない。

主軸方向　N－70－E

周溝　方形に全周している。本跡の周溝外側での規模は，東西約16．2m，南北約15．8mとなる。上幅0・6～1・6m，

下幅0．3～1m，深さ10－40cmで，断面U字形に掘り込まれている。南辺中央の羨道に接する外側部分は，下

方を掘り残しているため幅が狭くなっている。覆土は基本的にレンズ状に堆積しており，自然堆積と考えら

れる。

周溝土層解説

1　褐　色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

周溝土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

周溝土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

周溝土層解説

1　暗褐色

A－A’

ローム粒子少量
ローム小ブロック・粒子少量
ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子極少量
ローム粒子・炭化粒子少量
B－B′

ローム小ブロック・粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
C－C′

ローム粒子少量
ローム粒子少量
D－D′

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
3　褐　色　ローム粒子少量

埋葬施設　埋葬施設はロームを掘り込んだ半地下式の横穴式石室で，墳丘中央部やや南寄りで確認されている。

玄室部分と羨道部分に分かれ，羨道は南端で周溝に開いている。主軸方向は墳丘主軸よりもやや東に振れ，

N－120－Eである。玄室部分の掘り方の規模は，確認面で，長さ約3m，幅約2．2m，深さ約0．7mで，底面

で長さ約1．8m，幅約1．5mである。北壁は外傾して，東壁と西壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面東部と西部
J

北寄りに側壁の石材を立てた痕と思われる掘り込みが残る。覆土は，ローム小ブワック・粒子中心の土層で

自然堆積である。北壁・東壁・西壁側は粘土ブロックが多量に混じっており，壁の補強や裏込めに粘土を使

用したと思われる。羨道部分の掘り方の規模は長さ約4m，幅約1．8m，深さ約0．5mで，底面で長さ約3m，

幅約0．8mである。玄室部分より幅が狭く，東西両袖の立ち上がりが緩やかである。羨道のほぼ中央部が長

径80cm，短径40cmの楕円形に掘り込まれており，南端部分が周溝に向かって緩やかに落ち込んでいる。これ

らの凹凸を埋め戻して，羨道の床面としている。石室は，玄室のみが雲母片岩の板石で構築されていたと思

われるが，天井石，奥壁，両側壁とも石材は抜かれていた。玄室は，石材の抜き取り痕や敷石から復元する

と，長さ約1．7m，幅約1．0mの長方形である。玄室の床面には雲母片岩の小形の板石がほぼ一面に敷かれて

いる。また，玄室と羨道の境に雲母片岩の板石が1枚，長軸方向を横にして立てた直立の状態で確認されて

おり，梱石と考えられる。
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覆土

埋葬施設土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・スコリア粒子極少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量
4　灰　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量
6　褐　　　色　ローム粒子少量
7　灰　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

8　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化物極少量
9　暗　褐　色　ローム粒子・礫多量，炭化物極少量
10　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，ローム中ブロック・小ブロック少量
11暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，黄褐色粘土小ブロック極少量

12　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，黄褐色粘土小ブロック少量，炭化物極少量
13　灰　褐　色　骨片多量，ローム粒子中量
14　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化物少量
15　にぷい褐色　ローム粒子・粘土中ブロック・粘土小ブロック多量，ローム小ブロック少量

16　褐　　　色　ローム粒子多量，粘土小ブロック・粒子多量
17　暗　褐　色　雲母片岩小礫多量
18　暗　褐　色　粘土粒子中量
19　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土中ブロック・粘土粒子少量
20　にぷい褐色　ローム小ブロック・粒子中量
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第27回　第1号古墳実測図（2）
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第28図　第1号古墳実測図（3）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

遺物　骨片が玄室の床面中央部で確認されている。ヒト1～2体分の歯と四肢骨の一部分で，性別は不明であ

るが成人と思われる。本跡に埋葬された人骨と考えられる。そのほか，縄文土器片1，726点，土師器片10点，

土製品1点（土器片円盤），石器5点（剥片1点，石核1点，磨石2点，凹石1点）が出土している。土師

器片以外はすべて混入で，本跡に伴うものではない。土師器片はいずれも細片で実測が不可能である。6は

深鉢形土器の口緑部片で，口緑部内面に二重の沈線が施されている。外面にはRLの単節縄文を地文とし，

押圧された隆帯が三重に巡る。加曽利B式と考えられる。7は深鉢形土器の波状を呈する口緑部片で，RL

の単節縄文の縄文帯に沿って沈線が施され，豚鼻状の付文が施されている。安行3b式と考えられる。8は

胴部片で胎土に繊維を含む。黒浜式と考えられる。

所見　本跡に伴う出土遺物がほとんどないが，形状から古墳時代後期後半の7世紀の方墳と考えられる。
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第1号古墳出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 帽 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第29図 1 土器片円盤 3．8 3．7 0．9 12．0 周溝覆土中 D P 3　 P L 30

図 版 番 号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （C皿） 重 量 （g ）

第 29 図 2 石　　　 核 8．0 6．4 3．8 140．0 硬 質 頁 岩 覆 土 中 Q 5 3　 旧 石 器

3 石　　　 核 7．9 5．2 2．6 75．0 チ ャ ー ト 覆 土 中 Q 54　 旧 石 器　 剥 片 素 材　 P L 19

4 磨　　　 石 11．7 7．6 4．6 674．0 凝 灰 岩 覆 土 中 Q 56　 P L 19

5 凹　　　 石 16．6 10．5 7．1 12 50．0 ホ ル ン フ ェ ル ス 周 港 覆 土 中 Q 57

3　地点貝塚

当遺跡から，縄文時代の地点貝塚4基を検出した。いずれも土坑内貝塚である。ここではまず土坑について

説明し，併せて出土した貝について述べる。

第1号地点貝塚（第30図）

位置　調査1区南部，D6g3区。

規模と平面形　長径0．65m，短径0．58mの楕円形である。

長径方向　N－750－E
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壁　壁高は20～24cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　3層からなる。いずれの層にも貝が含まれており，3層とも人為堆積と考えられる。

土層解説
1混貝土層　ローム粒子中量，貝少量
2　混土貝層　貝多量，ローム粒子少量
3　混只土層　貝・ローム粒子少量

遺物　ヤマトシジミ7，939点，マツカサガイ3点，イボニシ1点，ハマグリ7点（L4・R3），オキシジミ1

点（R），オオノガイ1点（L）が出土している。ヤマトシジミは殻長24～26mmのものが大半を占めている0

ハマグリの殻長は48．9～66．1mmである。その他，縄文土器片20点が出土している。いずれも細片であるが，

その大半が称名寺式から堀之内1式期と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。

第2号地点貝塚（第78号土坑）（第30図）

位置　調査6区北部，B5gl区。

規模と平面形　長径1．02m，短径0．73mの楕円形である。

長径方向　N－350－E

壁　壁高は10～17cmで，外傾ぎみに立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　3層からなる。第1・3層はロームブロック・粒子中心の土層で，貝はその間の第2層に含まれている。

いずれも含有物から，人為堆積と考えられる。

土屑解説
1褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大ブロック・中ブロック少量，炭化粒子極少呈
2　混貝土層　ローム粒子多量，月・ローム小ブロック中量，炭化物・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒子多量

遺物　ヤマトシジミ636点が出土している。殻長24～26皿のものが多い。その他，縄文土器片44点が出土して

いる。いずれも細片であるが，その大半が後期と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。

第3号地点貝塚（第77号土坑）（第30・31図）

位置　調査6区北部，B5gl区。

規模と平面形　長径0．75m，短径0．65mの楕円形である。

長径方向　N－580－W

壁　壁高は20～25cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　5層からなる。第2層に貝が含まれており，第3－5層はローム

ブロック中心の土層である。含有物等から，第1層は自然堆積，第2

～5層は人為堆積と考えられる。
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土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　混貝土層　貝中量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量
5　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック少量

遺物　ヤマトシジミ20点，縄文土器片24点が出土している。1は深鉢形土器の波状を呈する口緑部片である。

波頂が欠損している。口緑端部に沈線が施され，頚部に沈線と刺突文が横位に施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。

第4号地点貝塚（第145号土坑）（第30図）

位置　調査6区南東部，C6血区。

規模と平面形　長径1．00m，短径0．70mの楕円形である。

長径方向　N－490－W

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。第2層に貝が含まれている。含有物等から，2層とも人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量
2　混月土層　ローム粒子中量，貝・ローム小ブロック少量

遺物　ヤマトシジミ20点が出土している。その他，縄文土器片9点が出土している。いずれも細片であるが，

その大半が後期と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。

4　土坑

調査区のほぼ全域から，131基の土坑を検出した。出土遺物から，そのほとんどが縄文時代後期のものと考

えられるが，性格は不明のものが多い。ここでは，形状や出土遺物が特徴的な土坑について記述し，その他の

土坑については一覧表で記載した。

第11号土坑（第32・34図）

位置　調査3区北部，E4g8区。

規模と平面形　径0．86mの円形で，深さ10cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。含有物や堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粘土小ブロック少量

遺物　縄文土器片47点が出土している。3は，深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，南西部の底面から

出土している。Lの無節縄文を地文とし，沈線が斜位に施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。性格は不明である。
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第14号土坑（第32・34図）

位置　調査1区北部，C6i3区。

規模と平面形　長径1．83m，短径1．68mの楕円形で，深さ18cmである。

長径方向　N－420－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸が著しい。

覆土　2層からなる。ロームブロック・粒子中心の土層であり，人為堆積と考えられる○

土層解説

1褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子中量

2　褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子多量

遺物　縄文土器片105点が出土している。4は，深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，中央部の覆土中

層から出土している。口緑部内面に二重の沈線が巡り，外面には押圧のある隆帯が巡る。胴部は単節縄文を

地文とし，斜格子目文が施されている。5は深鉢形土器の胴部から口縁部に至る破片で，北部の覆土中層か

ら出土している。口緑部内面に二重の沈線が巡り，外面には押圧のある隆帯が巡る。胴部にはRLの単節縄

文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期中葉の加曽利Bl～2式期と考えられる。性格は不明である。

第15号土坑（第32・34図）

位置　調査1区北部，C6i3区。

規模と平面形　長径2．03m，短径1．42mの楕円形で，深さ17cmである。

長径方向　N－470－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。中央部やや北寄りから，長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さ30cmのピットが検出さ

れている。

覆土　単一層である。覆土が浅く，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子極少量

遺物　縄文土器及び縄文土器片9点が出土している01は浅鉢形土器，2は深鉢形土器の口緑部から胴部上半

に至る破片で，ともに南部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。性格は不明である。

第17号土坑（第32・35・36図）

位置　調査1区東部，C6j5区。

規模と平面形　長径1．55m，短径1．29mの楕円形で，深さ51cmである○

長径方向　N－480－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単一層である。50cm以上の深さがあるにも関わらず，均一な土層が堆積しており，人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子極少量
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遺物　縄文土器及び縄文土器片134点，石器1点（凹石）が出土している。6は浅鉢形土器で，中央部の覆土

上層から下層にかけて，7は深鉢形土器の口緑部から胴部上半に至る破片で，中央部の覆土上層から，8は

凹石で，北東部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。性格は不明である。

第18号土坑（第32・36図）

位置　調査1区東部，C6i6区。

規模と平面形　長径1．76m，短径1．34mの楕円形で，深さ35cmである。

長径方向　N－480－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　凹凸が著しい。北東壁際から長径50cm，短径35cmの楕円形で，深さ22cmのピットが，南壁際西寄りから

長径30cm，短径15cm，深さ32cmの楕円形のピットが検出されている。

覆土単一層である。土層が均質の堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。
土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子極少量

遺物　縄文土器片115点が出土している。9は深鉢形土器の胴部片で，西部の覆土中層から出土している。沈

線文間にLの無節縄文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の称名寺式期と考えられる。性格は不明である。

第19号土坑（箪32・36図）

位置　調査1区東部，C6i6区。

規模と平面形　長径1．80m，短径0．80mの長楕円形で，深さ55cmである。

長径方向　N－360－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　南西部が15cmほど下がり，段差をなしている。

覆土　単一層である。均一な堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子極少量

遺物　縄文土器片180点が出土している。10は浅鉢形土器の口緑部片で，中央部の覆土下層から出土している。

口緑部内面に沈線が巡り，外面にはLRの単節縄文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。性格は不明である。

第28号土坑（第32・36図）

位置　調査5区北部，C6e9区。

規模と平面形　長径0．78m，短径0．70mの楕円形である。深さは，2m近くまで掘り込んだが掘り切れなかっ

たため，不明である。

長径方向　N－450－W

壁面　内傾して立ち上がる。

底面　平坦である。
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遺物　縄文土器・縄文土器片609点が出土している。12は深鉢形土器の胴部から口縁部に至る破片，16は深鉢

形土器の底部から胴部に至る破片である。13は深鉢形土器の波状を呈する口緑部片である。波頂部には円形

刺突文を結ぶ沈線文が施され，口緑部直下から下位には無節縄文を地文として沈線文が施されている。波頂

部の一部に赤彩が残る。14は口緑部片で，RLの単節縄文が施されている。15は深鉢形土器の口緑部片で，

口緑部に沈線が巡り，その下に沈線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。性格は不明である○

第52号土坑（第32・36・37図）

位置　調査6区北部，B4go区。

規模と平面形　長径1．31m，短径1．27mのほぼ円形で，深さ28cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる。第1・2・5層はブロック状に堆積している。第3・4層が自然堆積によって形成され

た後，第1・2・5層が人為的に埋められたと考えられる。

土層解説

1　褐　色　ローム粒子少量
2　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

遣物　縄文土器及び土器片133点が出土している。17・18は深鉢形土器である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の称名寺式と考えられる。性格は不明である。

第56号土坑（第32・37図）

位置　調査6区北部，B5hl区。

規模と平面形　長径2．03m，短径1．83mの楕円形で，深さ51cmである。

長径方向　N－150－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　6層からなる。第1～5層はローム層が比較的多量に含まれ，土質も近似していることから，人為堆積

と考えられる。第6層は比較的固く締まっており，自然堆積と考えられる○

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，
2褐　色　ローム小ブロック
3暗褐色　ローム小ブロック

4暗褐色　ローム粒子多量，
5褐　色　ローム粒子多量，
6暗褐色　ローム大ブロック

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子極少量

・粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化物・粒子少量，焼土粒子・赤色スコリア極少量
・粒子中量，炭化物少量
ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化物少量，炭化粒子・焼土粒子極少量
ローム中ブロック・小ブロック中量，ローム大ブロック・炭化物少量
・中ブロック・小ブロック・粒子多量，焼土粒子・炭化物少量，スコリア粒子極少量

遣物　縄文土器片184点，石器1点（剥片）が出土している。19は深鉢形土器の胴部片で，単節縄文を地文と

し，半裁竹管による肋骨文が施されている。20は深鉢形土器の胴部片で，RLの単節縄文が施されている。

21は深鉢形土器の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，半裁竹管による沈線文が施されている。

所見　本跡は，覆土の状況や遺構の形状から，貯蔵穴の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から縄文時代

後期前葉の堀之内1式期と考えられる。
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第93号土坑（第32・37図）

位置　調査6区北部，B5伝区。

規模と平面形　長径1．37m，短径1．28mのほぼ円形で，深さ44cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。ロームブロック・粒子中心の土層であり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化物・粒子極少量
2　褐　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒子多量

遺物　縄文土器及び土器片39点，土製品1点（垂飾り），石器1点（磨石）が出土している。22は注口土器の

注口部で，南部の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内式期と考えられる。性格は不明である。

第94号土坑（第32・37図）

位置　調査6区北部，B5h3区。

規模と平面形　長径0．88m，短径0．83mのほぼ円形で，深さ28cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。含有物等から，いずれも自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　縄文土器片27点が出土している。24は深鉢形土器の口縁部から胴部片で，東部の覆土下層から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内式期と考えられる。性格は不明である。

第98号土坑（第33・37図）

位置　調査6区北部，B5g6区。

規模と平面形　長径1．35m，短径1．23mの不整円形で，深さ36cmである。

長径方向　N－780－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　中央部にほぼ東西に走る，幅25～30cm，深さ15cmほどの溝状の掘り込みが認められる。

覆土　2層からなる。覆土にロームブロックが多量含まれることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極少量
2　褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大ブロック・中ブロック少量，焼土粒子・炭化物粒子極少量

遣物　縄文土器片58点が出土している。26は深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，東部の覆土下層から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。性格は不明である。

－　52　－



第131号土坑（第33・37図）

位置　調査6区東部，B6j3区。

重複関係　本跡は第130号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径0．99m，短径0．97mのほぼ円形で，深さ28cmである。

壁面　緩やかに傾斜して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。土層の含有物や堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量，焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子極少量
4　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

遺物　縄文土器片18点が出土している。25は深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，南東部の覆土下層か

ら出土している。口緑部内面に沈線が巡り，外面には押圧のある隆帯が二重に巡る。胴部にはLRの単節縄

文を地文とし，半裁竹管による条線が斜位に施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期中葉の加曽利B式期と考えられる。性格は不明である。
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第35図　第17号土坑出土遺物実測図
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その他の土坑

第1号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
2　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子少量

第3号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック極少量

第5号土坑土層解説
1黒褐色　ローム量子少量，焼土粒子極少量
2　黒褐色　ローム量子少量，炭化粒子極少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

第7号土坑土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子極少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

第12号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量

第16号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・小ブロッ

ク・焼土小ブロック・焼土粒子極少量

第21号土坑土層解説
1褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック中量，焼土粒子

極少量

第23号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量
3　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック中量

第32号土坑土層解説
1灰褐色　ローム粒子・粘土小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第33号土坑土層解説
1　灰褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量

第35号土坑土層解説
1　灰褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第37号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量

第38号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第40号土坑土層解説
1　にぷい褐色　ローム小ブロック・粒子中量，スコリア粒子・

黄褐色粘土粒子少量，焼土粒子・炭化物極少量
2　にぷい褐色　ローム粒子・炭化粒子・スコリア粒子・黄褐

色粘土大ブロック少量

第42号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子中量

第44号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，締まり有り
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第46号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子極少量
2　極暗褐色　ローム粒子・白色細粒子極少量

第48号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，締まり有り
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

第2号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子極少量

第4号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第6号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，粘土小ブロック極少量
4　褐　　色　ローム粒子中量

第8号土坑土層解説
1黒褐色　粘土小ブロック・粒子少量，ローム粒子極少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子極少量

第13号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第22号土坑土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量

第30号土坑土層解説
1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・小ブロッ

ク中量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック少量，炭化粒子・スコリア粒子極
少量

4　褐　色　ローム粒子・小ブロック多量，ローム中ブロッ
ク中量，ローム大ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子・大ブロック・中ブロック・小ブロ
ック多量

第34号土坑土層解説
1灰褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第36号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子・黄褐色粘土大ブロック少量
2　極暗褐色　ローム粒子・黄褐色粘土中ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子・黄褐色粘土大ブロック中量

第39号土坑土層解説
1暗褐色　白色粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・

粒子少量
2　灰白色　鉄分混じり，暗褐色土少量

第41号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子・灰白色粘土少量
2　灰白色　灰白色粘土少量
3　暗褐色　灰白色粘土少量
4　暗褐色　灰白色粘土中量

第43号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第45号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子極少量

第47号土坑土層解説
1　暗褐色　黒褐色土少量
2　暗褐色　褐色土少量
3　暗褐色　褐色土少量，締まり有り

第49号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，締まり有り
3　暗赤褐色　ローム粒子少量，締まり強
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第50号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

第53号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第55号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量，締まり有り

第57号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量，締まり有り

第58号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量，締まり有り
3　褐　　色　ローム小ブロック少量

第60号土坑土層解説
1赤褐色　焼土中ブロック・小ブロック・粒子多量，白色

粒子中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

第62号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量

第64号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

2　褐

3　褐

ム大ブロック・中ブロック少量
色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック

粒子多量
色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック

粒子多量，スコリア粒子少量

第70号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量

第72号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，炭化物・粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・小ブロッ

ク中量，ローム大ブロック少量

第74号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量，炭化物極少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子・炭化物・炭化粒子極少量

第85号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　褐　　色　ローム小ブロック少量

第86B号土坑土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐　　色　ローム中ブロック・粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム小ブロック少量

第87号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子少量
5　褐　　色　ローム小ブロック少量
6　褐　　色　ローム粒子少量，締まり有り

第89号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量

第91号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
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第51号土坑土屑解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第54号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量

第59号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロッ

ク中量
2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量
3　暗褐色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量，炭化物極少量

第61号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第63号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第67号土坑土層解説
1　褐

2　暗褐
3　暗褐
4　暗褐
5　暗褐
6　暗褐

色　ローム粒子少量
色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
色　ローム粒子少量
色　ローム粒子少量
色　ローム粒子・炭化粒子少量
色　ローム小ブロック・粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子少量

第71号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第73号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子中

2　褐

3　褐

量，焼土中ブロック中量
色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子多量，炭

化物・粒子極少量

第84号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量，締まり有り
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

第86A号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子少量
6　褐　　色　ローム粒子少量
7　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
8　褐　　色　ローム粒子少量

第88号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，締まり有り
3　褐　　色　ローム粒子少量

第90号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土

中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大ブロッ

ク・中ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒
子・炭化物・炭化粒子極少量

3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・
粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

第92号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック少量，焼土粒子・炭イヒ物・炭化
粒子極少量

2　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子多量，炭
化物極少量



第95号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・小ブロッ

ク中量，炭化物・粒子少量，焼土粒子極少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子
少量

第97号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭
化物・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子
中量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小ブロック・
焼土小ブロック・炭化物中量

4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土小ブロック・
焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

第100号土坑土屑解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

第102号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化

粒子少量，焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土

中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量，炭化粒子少量

第107A号土坑土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロッ

ク極少量
4　褐　　色　ローム粒子少量

第107B号土坑土層解説
5　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第111号土坑土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第113号土坑土層解説
1極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子極少量
3　暗褐色　ローム中ブロック中量

第115号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第117号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・小プロツ

3　褐
ク中量，炭化物・粒子少量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化
粒子少量

第119号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土

粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロッ

ク中量，焼土粒子・炭化粒子極少量
3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量，炭化粒子極少量

第121号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロッ

ク極少量

第123号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・炭化物・粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化

粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・小ブロッ

ク中量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
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第96号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量，スコリア粒子極少量
5　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量
6　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第99号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・炭化物少

量，焼土粒子極少量
3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量

第101号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム小ブロック少量

第106号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子少量

第108号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量，締まり有り

第109号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

第110号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量

第112号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロッ

ク中量
3　褐　　色′　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量

第114号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム大ブロッ

ク・ローム中ブロック・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロッ

ク・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量，炭化物極少量

第116号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第118号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

第120号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土

粒子・炭化粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロッ

ク中量，焼土粒子・炭化粒子極少量
3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・

粒子多量，炭化物極少量

第122号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大ブロッ

ク・中ブロック少量

第124号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐　　色　ロー ム粒子少量



第125号土坑土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，ローム小

ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子
少量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブ
ロック・炭化物・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小ブロック・
焼土中ブロック中量，ローム中ブロック・焼土
中ブロック少量

第127号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量
2　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　灰褐色　ローム粒子少量
4　灰褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第128号土坑土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・焼

土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック中量

第130号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒

子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土

大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・
焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー
ム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロッ
ク・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

第133号土坑土層解説
1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロッ
ク・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化
粒子少量，焼土粒子極少量

3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大ブロッ
ク少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物極
少量

第136号土坑土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒

子・焼土大ブロック・小ブロック・炭化物少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土
小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第138号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量

第140号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

第142号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土

小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子極少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土

中ブロック・焼土粒子・炭化粒子極少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック中量，焼土小ブロック・焼土粒
子・炭化物・炭化粒子極少量

4　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子多量，ロ
ーム大ブロック中量

5　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・
粒子多量

第146号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量

第148号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子少量

第152号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
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第126号土坑土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロッ

ク中量，ローム大ブロック少量，焼土粒子・炭
化物極少量

2　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・小ブロッ

ク中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子極少量
6　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・4、ブロック・

粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

第129号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第132号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土

中ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒
子極少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー
ム中ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土
粒子極少量

3　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子多量，焼
土粒子・炭化物極少量

第134号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量

第135号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，小ブロック中量，炭化物・粒

子少量，焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭
化粒子少量

3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化物・粒子極
少量

第137号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・粒子少量，焼土粒子

極少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子極

少量

第139号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

第141号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量

第143号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量，締まり有り

第144号土坑土屑解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒

子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

第147号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少

量
3　褐　　色　ローム粒子少量

第149号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量

第151号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
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第46図　その他の土坑出土遺物実測図（1）
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第48図　その他の土坑出土遺物実測図（3）
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土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（C皿） 器　 形 ．及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考 ．

第34図 浅鉢形土器 B （16．8） 胴部から口緑部に至る破片。胴部は内攣しなが ら外傾 して立ち上が り，口 石英 ・雲母 ・スコ P 27　 5％　 S K 15

1 縄 文 土 器 C　　 9．9 緑部は内傾する。口唇部上に刻 目を有 し，口緑部と内面に磨 きが，胴部に リア 覆土中層 ‘加曽利B l 式

削 りが施されている。 明褐色　 普通 P L 21

2 深鉢形土器

縄 文 土 器

A ［26．2］

B （15．5）

胴部から口緑部に至る破片。胴部は内攣して口緑部に至る。 長石 ・パミス ・ろ

コリア

暗赤褐色　 普通

P 28 15％　 S K 15

覆土上層　 加曽利B l 式

P L 21

第35図 探鉢形土器 A ［24．3］ 胴部から口緑部。胴部は内攣して立ち上が り，頚部で外反して口緑部に至 小礫 ・長石 ・石英 P 2 9　60％　 S K 17

6 縄 文 土 器 B （23．6） る。口緑部は，内 ・外面に 「C 」字状の隆帯 と貫通孔を有する波状部と， ・スコリア 覆土上 ・中層

内面だけに 「C 」字状の隆帯と二つの貫通孔 を有する波状部を持つ。胴部 明赤褐色 称名寺Ⅱ ・綱取 1式

・には 「スペー ド」状や 「7 」字状の沈線文が施され，それらの沈線間には

多条沈線文が充填されている。

普通 P L 20

第3 6園 探鋒形土器 A ［13．8］ 胴部か ら口緑部に至る破片。胴部は外傾して立ち上が り，口緑部に至る○ 小礫 ・長石 ・石英 P 30　20％ ．S K 17

7 縄 文 土 器 B （10．9） 口緑部は 「8 」字状の付文を有する小波状を呈 し，眉 下に刺突文により充 暗赤褐色 覆土上層

填 された隆起線が横位に施されてい為。胴部には横位の沈線間をL R の単

節縄文が施されている。

普通 堀之内2 式

10 浅鉢形土器 A ［12．8］ 底部か ら口緑部に至ろ破片。平底。胴部は内攣気卿 こ外傾 して立ち上がり 小礫 ・長石 ・雲母 P 31 3 0％　 S K 19

縄 文 土 器 B （5．2）

C ［8．0］

口緑部に至る。無文ム ・パミス・スコリア

黒褐色　 普通

覆土中層

後期　 P L 2 1

12 深鉢形土器 A ・［27．8］ 胴部から口緑部に至る破片。胴部は内攣気味に外傾 して立ち上がり，頚部 小礫 ・長石 ・雲母 P 32 10％　 S K 28

縄 文 土 器 B （19．8） で緩やかに外反し，口緑部に至る。口唇部に横位の沈線が施され，胴部に ・石英 覆土中　 堀之内 2 式

はL R の単節縄文が施されている。 暗褐色　 良好 P L 2 1

16 深鉢形土器

縄 文 土 器

B （8．6）

C　 l1．5

底部から胴部下半。平底。胴部は緩やかに外反して立ち上がる。無文。 小礫 ・長石 ・石英

・スコリア
橙色　 良好 －

P 33 15％　 S K 28

覆土中　 堀之内2 式

P L 19

17 探鉢形土器 A ［22．7］ 胴部から口緑部に至る破片。胴部は内攣 して立ち上が り，頚部で外反 して 長石 ・石英 ・スコ P 34　 30％　 S K 52

縄 文 土 器 B （27．6） 口緑部に至る。口緑部は小波状 を呈する。口緑部直下か ら胴部にかけて， リア 覆土中　 称名寺 Ⅱ式

C ［8．2］ 単節縄文を地文 とし，「J」字状の沈線文が施 されている0 極暗赤褐色　 普通 P L 19

第37図 探鉢形土器 B ．（10．0） 底部から胴部下半に至る破片。平底。胴部は外傾 して立ち上がる。胴部に 小礫 ・石英 P 35 10％　 §K 52

18 縄 文 土 器 C　　 4．8 ．は単節縄文を地文とし，沈線文が垂下する。 暗赤褐色

普通

覆土中

称名寺式

22 注 口 土 器 B （7．1） 注口部片。基部外径4．5 cm ，内径1．7cm，先端部外径2．0cm，内径1．5cm。基部 小礫 ・長石 ・石英 P 3 6　 5 ％　 S K 93

縄 文 土 器 か ら反 り気味に先端部に至る。無文。 ・スコリア

暗赤褐色　 普通

覆土中層　 堀之内 2 式

P L 21

24 深鉢形土器 A ［18．6］ 胴部下半から口緑部に至る破片。胴部は外傾気味に立ち上が り，口緑部に 小礫 ・長石 ・石英 P 37　5b％　 S K 9 4

縄 文 土 器 B （24．8） 至る。R L の単節縄文が施 されている。 ・雲母

赤褐色

底面　 堀之内式

‘P L 21

26 探鉢彪土器 A ［32．8］ 胴部か ら口緑部に至る破片。胴部は外傾して立ち上が り，口緑部に至る0 小礫・長石 ・スコリ P 39 10％　 S K 9 8

縄 文 土 器 B （22．5） 胴部には 「Ⅹ」字状に条線文が施されている。 ア　 にぷい赤褐色

普通

覆土下層　 堀之内 1 式

P L 2 1 ．

第47図 杯 A　 13．7 平底。体部は外傾 して立ち上がり，‾口緑部はわずかに外反する。口緑部， 小礫 ・長石 ．・雲母 P 38　9 5％　 S K 96

19　° 須　 恵　 器 B　　 3．8・

C　 9．1

体部，内 ・外面ロクロナデ。底部外面はヘラ削 りによる調整。 ・石英

灰褐色　 不良

覆土中層

奈良時代

第48図． 深鉢形土器 A ［2 4．2］ 胴部から口緑部に至 る破片。胴部は内攣 して立ち上が り，頚部で外反 して 小礫 ・長石 ・スコ P 40　2 0％　 S K 136

33 ° 縄 文 土 器 B （2 5．1） 口緑部に至る。口唇部と頚部に紐線文が巡る。口緑部直下から胴部にかけ リア 覆土中　 加曽利B 3 式

て，L R の単節縄文を地文として沈線が施されている○ 暗赤褐色　 普通 P L 2 1

36 深鉢形土器 A ［2 2．5］ 胴部から口緑部に至る破片。胴部は内攣 して立ち上がり，・頚部で緩やかに 小磯 ・長石・スコリ P 75　 20％　 S K 152

縄 文 土 器 B （2 2．8） 外反 して口緑部に至る。口緑部は波状を呈し，口縁部直下に沈線が横位に ア　 明褐色　 普通 覆土中層　 堀之内 1式

施されている。胴部には，L R の単節縄文が施 されている○ ロ緑部の一部赤彩 P L 2 1

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第37図23 土製垂飾 り 2．8 2．7 1．2 8．0 S K 93覆土中 D P 7　 P L 30

第46図 1 土器片円盤 5．4 5．7 1．5 38．0 S K 5 覆土上層 D P lO ・P L 30
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図版番 号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重畢（g ）

第3 6図 8 凹　　　 石 11．6 7 ．7 1．6 2 27．0 ホル ンフ ェルス S K 17覆土 中層 Q 5 8　 P L 19

第 4 6図 14 剥　　　 片 3．8 3．9 1．1 14．0 頁岩 S K 2 0覆土 中 Q 5 9

15 打 製 石 斧 （5．3） 6．2 1．4 （65．0 ） 安 山岩 S K 3 0覆土 中 Q 6 0

16 打 製 石 斧 8．7 6．7 1．9 121．0 硬 質頁 岩 S K 3 2覆土 中 ・ Q 6 1 P L 19

17 剥　　　 片 3．7 1．6 ．0 ．6 1．7 硬 質頁 岩 S K 6 7覆土 中 Q 6 2　 旧石器　 P L 19

18 浮　　　 子 8．1 3．8 3．5 19．0 流 紋岩 S K 7 1覆土 中 Q 6 3

第 47 図 29 凹 ．　 石 20．6 16．3 6．7 30 90．0 雲 母片 岩 S K lO 9覆土 中 Q 65　 P L 19

その他の土坑の出土遺物（第46・47・48図）

ここでは，その他の土坑の出土遺物について解説する。

2～4は第5号土坑からの出土遺物である。2は深鉢形土器の胴部片である。LRの単節縄文を地文とし，

半裁竹管による条線文が施されている。3は波状を持つ口緑部片である。棒状工具により刺突された隆帯が口

唇部を巡る。4は浅鉢形土器の口緑部片である。LRの単節縄文が充填された縄文帯と，縦位の区切り文が施

されている。

5は第20号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の胴部片である。LRの単節縄文を地文とし，沈線文が

施されている。

6・7は第22号土坑からの出土遺物である。6は深鉢形土器の胴部片で，沈線文間に縄文が充填されている。

7は深鉢形土器の胴部片である。Lの無節縄文を地文とし，沈線文が施されている。

8は第34号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の口緑部片で，沈線文間にLRの単節縄文が充填されて

いる。

9は第35号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の口緑部片で，波状文が施され，胎土には繊維が含まれ

ている。

10は第67号土坑からの出土遺物である。探鉢形土器の口縁部片で，口緑部下に沈線文が施されている。

11は第73号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の口緑部片で，沈線文間にLの無節縄文が施されている。

12・13は第85号土坑からの出土遺物である。12は深鉢形土器の口緑部片で，口唇部には「8」字状の付文と

連繋した紐線が巡り，その直下に無節縄文で充填された条線文が巡る。13は深鉢形土器の口緑部片で，口唇部

に二重の沈線が巡り，その直下にはLRの単節縄文を地文として，沈線文が施されている。

20・21は第86号土坑からの出土遺物である。20は深鉢形土器の口綾部片で，口緑部の無文帯の下にはLの無

節縄文を地文とした沈線文が充填されている。21は深鉢形土器の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線

文が垂下する。

22・23は第91号土坑からの出土遺物である。22は深鉢形土器の胴部片で，沈線文上に弧状文が重複して施さ

れている。23は深鉢形土器の胴部片である。LRの単節縄文を地文とし，沈線文が垂下する。

24～26は第126号土坑からの出土遺物である。24は深鉢形土器の口緑部片で，LRの単節縄文を地文とし，

口唇部に半裁竹管による沈線が巡り，その直下から，沈線文が斜位に施されている。25は波状を呈する口緑部

の波底部片である。口唇部にはLRの単節縄文で充填された縄文帯が巡り，その下にはLRの単節縄文を地文

とし，沈線文と磨消縄文が施されている。26は波状を呈する口緑部片で，25と同一個体と思われる。

27・28・30・31は第129号土坑からの出土遺物である。27は深鉢形土器の口緑部片である。口緑部は無文帯

を持ち，円形刺突文と連繋した沈線によって区画される。その下にはLRの単節縄文を地文とし，円形刺突文
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を起点とする沈線文が施されている。28は深鉢形土器の，橋状把手を持つ口緑部片である。波頂部には盲孔が

施され，口唇部には棒状工具による沈線が円形刺突文と結ばれている。口唇部から下には沈線文が施されてい

る。30は深鉢形土器の波状を呈する口緑部片である。口唇部に沈線が巡り，その下にはLRの単節縄文を地文と

し，沈線文や円形刺突文を持つ付文が施されている。31は深鉢形土器の胴部片で，蛇行沈線文が施されている。

32は第132号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の胴部片で，沈線文と列点文が施されている。

33は第136号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の胴部から口縁部に至る破片で，口緑部と肩部に押圧

された隆帯が巡り，LRの単節縄文を地文とし，条線文が斜位に施されている。

34は第142号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の胴部から小波状を呈する口緑部に至る破片で，波状

部には貫通孔が施されている。口唇部に二重の沈線が巡り，その間に刺突文が充填されている。頚部に二重の

沈線が巡る。口唇部と頚部の沈線は，それぞれの円形刺突文を結ぶ刻みを持つ隆帯によって連繋する。胴部に

は「H」字状の沈線文が施されている。LRの単節縄文を地文としている。

35は第148号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の口緑部片で，口唇部に沈線が巡る。Rの無節縄文を

地文とし，口唇部に施された円形刺突文を起点とした沈線文が垂下する。

36は第152号土坑からの出土遺物である。深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，口緑部は小波状を呈

する。LRの単節縄文が施されている。

表　中谷津遺跡土坑一覧表

土坑

番号
・位置

長径方向

（長軸方向 ）
平　 面　 形

規　　　　　 模

撃面 底面 覆土 出　　 土　　 遺 ・物 備　　　　　　　 考

長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（cm）

1 E 4io N － 120　－E 楕　　 円　　 形 0．59　×　0．48 4 外傾 平坦 日野

2 F 4b3 － 円　　　　　 形 0．71 ×　0．70 20 緩斜 凹凸 自然 縄文土器片10 縄文時代後期

3 F 4a3 N － 570　－E 楕　　 円　　 形 ・1．54　×　‾0．96 11 緩斜 平坦 自然 縄文土器片27 縄文時代後期

4 F4b3 N － 530　－W 楕　　 円　　 形 1ユ8　×　0．94 18 緩斜 平坦 自然 縄文土器片10 縄文時代後期

5 D6f這 N － 170　－E 不　　 整　　 形 3．65　×　2．83 16 媛斜 平坦 自然 縄女土器片378，土製品（有孔円板1） 縄文時代後期 （加曽利B 式期）

6 F 4a5 － （円　　　　 形） 　0．86　× （0．85） 20 緩斜 平坦 自然 縄文土器片 3

7 E4jg N －200　－W 楕　　 円　　 形 0．92　×　0．66 20 媛斜 平坦 自然 縄文土器片 5

8 E4j9 － 円　　　　　 形 0．62　×　0．60 34 外傾 平坦 不明 ・縄文土器片53 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

11 E4g8 － 円　　　　　 形 0．86　×　0．83 10 外傾 平坦 自然 縄文土器片47 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

12 E4ig N －780　－E 精 ．　 円　　 形 1．74　× 1．22 11 横斜 平坦 自然 縄文土器片85 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

13 D5g l N －500　－E 楕　　 円　　 形 1．66　× 1．60 12 横斜 平坦 自然 縄文土器片45 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

14 C6i3 N －420　－W 楕　　 円　　 形 1．83　× 1．68 18 外傾 平坦 不明 縄文土器片103 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

15 D 5j4 N －470　－E 楕　　 円　　 形 2．03　×　1．42 117 外傾 凹凸 不明 縄文土器片 9 縄文時代後期（加曽利B 式期）

16 D 5j4 N －510　－E 楕　　 円　　 形 1．16　×　0．80 36 外商 平坦 人為 縄文土器片39 縄文時代後期（堀之内 1 式期）

17 C 6j5 N －480　－W 楕　　 円　　 形 1．55　× 1．29 5i 外傾 平坦 人為 縄文土器 ・土器片135，凹石1 縄文時代後期前葉

‘18 C6i6 N －800　－E 楕　　 円　　 形 1．76　× 1．34 35 垂直 凹凸 人為 縄文土器片114 縄文時代後期（称名寺式期）

19 C6i6 N －360　－E （長 楕　 円　形） 1．80　× （0．80） 55 垂直 平由 人為 縄文土器片180 縄文時代後期

20 C 6g 6 N －640　－W 楕　　 円　　 形 0．90　×・0．71 38 外傾 平坦 － 縄文土器片114，石器（剥片2） 縄文時代後期（堀之内 1式期）

21 C 6g 6 N － 650　－E 楕　　 円　　 形 1．30　×　0．87 34 緩斜 平坦 人為 縄文土器片26 縄文時代後期

22 D 6C6 N ⊥ 160　－E ‾楕　　 円　　 形 2．12　×　1．51 36 外傾 平坦 自然 縄文土器片151 縄文時代後期

23 D 6C6 N － 550　－W 楕　　 円　　 形 1．44　× 1．13 21 外傾 平準 自然 縄文土器片35 縄文時代後期（堀之内 1式期）

28 C 6C9 N － 450　－W 楕　　 円　　 形 0．78　×　0．70 （176） 内傾 平坦 不明 縄文土器片609，土師器2，炭化物 縄文時代後期

29 C 6e8 N － 500　－W ［不　 整　 形］ ［1．18］×　0．73 40 外傾 平由
－

30 B4g8 N － 300　－E 不　　 整　　 形 0．97　× （0．76） 42 外傾 平甲 自然 縄文土器片33，打製石斧 1 縄文時代後期（堀之内1 式期）

31 B4g8 － 円　　　　　 形 0．86　×　Oi80 32 外傾 平坦 － 縄文土器片 7 ，石器（剥片 1） 綿貫時代後期
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向 ）
平　 面・‾形

規　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物 備　　　　　　　 考

長径（軸）×短径（軸）（m ）深さ（cm）

32 D 5a2 N － 740　－E 楕　　 円　　 形 1．53　× 1．27 34 緩斜 平坦 自然 縄文土器片219，打製石斧 1 縄文時代後期（堀之内1 式期）

33 D 5a2 N － 460　－W 楕　　 円　　 形 0．65　×　0．46 30 外傾 平坦 自然 縄文土器片 7

34 D 5a2 N －13 0　－E 嘩　 円　 形 1．32　× 1．08 20 外傾 平坦 自然 縄文土器片106 縄文時代後期（称名寺式期）

35 D 5a2 N －　7 0　－E 楕　 円　 形 1．31 ×　0．90 16 外傾 平坦 自然 縄文土器片52 縄文時代

36 C 5j4 N － 270　－E 隅 丸 長 方 形 1．58　×　0．86 68 横斜 凹凸 自然 縄文土器片18，石券（剥片1） 輝文時代後期

37 C 5j5 N － 390　－E 一楕　　 円　　 形 0．97　×　0．86 38 外傾 皿状 自彿

38 C 5i6 N － 540　－E 楕　　 円　　 形 1．30　× 1．16 30 外傾 凹凸 自然 縄文土器片18 縄文時代後期

39 D 5a4 N － 720　－W 不　　 整　　 形 1．27　× 1．12 14 媛斜 平坦 日野

40 C 5j5 － （不　 定　 形） 1．98　× （1．08） 30 緩斜 平坦 自然

41 C 5g5 N － 710　－E 楕　　 円　　 形 1．54　×　1．29 35 緩斜 平坦 自然 縄文土器片 2

、42 B 4i7 － 円　　　　　 形 1．02　× 1．01 22 外傾 凹凸 自然 縄文土惑片22 縄文時代後期

43 C 5魚 N － 860　－E 楕　　 円　　 形 1．33　×　0．72 32 外傾 平坦 自然

44 C 5fb N － 430　－W 楕　　 円　　 形 2．10　× 1．65 8． 外傾 平坦 不明 縄文土器片 2

45 C 5fb N † 810　－E 楕　　 円　　 形 0．69　×　0．58 18 緩斜 平坦 甲然 縄文土器片 5

46 C 彿 N － 660　－E 楕　　 円　　 形 0．44　×　0．38 ．10 外傾 平坦 自然

47 C 5fb N － 670　－E 楕　　 円　　 形 0．48　×　0．40 25 外傾 平坦 自然

48 C 5fb N － 720　－E 楕　　 円　　 形 1．55　× 1．35 30 外傾 平坦 自然 縄文土器片24 ’縄文時代後期

49 C 5e9 N － 530　－E 楕　　 円　　 形 0．86　×　0．60 20 外傾 凹凸 自然 縄文土器片21 縄女時代後期

50 C 5e9 － 円　　　　　 形 0．64　×　0．60 14 緩斜 平坦 人為 縄文土器片40 縄文時代後期（堀之内 1式期）

51 B 4go － 円　　　　　 形 0．86 ．×　0．84 20 外傾 平坦 自然 縄文土器片14 縄文時代後期

由 B 4go － 円　　　　　 形 1．31 × 1．27 28 緩斜 平坦 人為 縄文土器 ・縄文土器片133 縄文時代後期（称名寺式期）

53 B 5g l － 円　　　　　 形 ‾ 0．78　×　0．75 27 垂直 平坦 自然 縄文土器片57 縄文時代後期

54 B 5g l － 円　　　　　 形 0．83　×　0．81 22・ 外傾 平坦 ・自然 縄文土器片47 縄文時代後期（堀之内 1式期）

55 B 5g l － 不 整 楕 円 形 1．37　× 1．06 23 外傾 平坦 自然

56 B 5h l N － 150　－W 楕　　 円　　 形 2．03　×　1．83 51 垂直 平坦 人為 縄文土器片184，石器（剥片 1） 縄文時代後期（堀之内 1式期）

57 B 5h2 － 円　　　　　 形 0．93　×　0．87 25 外傾 平坦 自然 ′縄文土器片 1

58 B 5h l N － 600　－E 楕　　 円　　 形 1．24　× 1．12 25 外傾 平坦 自然 縄文土器片．6

59 C 4ao N －　9 0　－E 不 整 楕 円 形 1．03　×　0．90 18 綬斜 平坦 自然 縄文土器片 1

60 C 5f5 － 円　　　　　 形 1．22　× 1．17 10 外傾 平坦 人為

61 C 4a9 N － 120　－W 不 整 楕 円 形 1．65　× 1．46 23 ・ 緩斜 平坦 自然 縄文土器片81，石器（剥片 3） 縄文時代後期（堀之内 1式期）

62 C 4 b9 － 楕　　 円　　 形 ．0．83　×　0．74 27 外嘩 平坦 人為 縄文土器片14 縄文時代後期

63 B 5 g l N －240 ．－E 楕　　 円　　 形 0．52　×　0．43 35 外傾 平坦 自然 縄文土器8

縄文土器片23，石器（剥片 1）

縄文時代後期

縄文時代後期（堀之内 1式期）

64 B 5 gl N －440　－W 台　　　　　 形 0．71 ×　0．52 15 外傾 平坦 自然

67 B 5el N －350　－E 楕　　 円　　 形 1．19　×　0．97 47 垂直 平坦 人為

70 C 4．co N － 160　－E 楕　　 円　　 形 ・0．57　×　0．51 20 縁斜 皿状 自然 縄文土器片12 縄文時代後期

71 B 5 gl N －600　－E 隅 丸 長 方 形 1．41 ×　0．69 22 外傾 平坦 自然 縄文土器片82，石製晶（浮子1） 縄文時代後期（堀之内 1式期）

縄文時代後期（称名寺式期）

72 C 4 b9 － 瀾　 円　 畢 ．0．64　火　0．57 44 外傾 平坦 自然 縄文土器片 1

・73 C 5cl N －600　－E 楕　　 円　　 形 0．75　×　0．68 40 外傾 皿状 自然 縄文土器片 4

74 C 4 d9 N －410　－W ［楕　 円　 形］ 1．37　×［0．76］ 34 外傾 平坦 自然 縄文土器片53 縄文時代後期（堀之内 1式期）

84 B 5f占 N ．－680　－E 楕　　 円　　 形 0．92　×　0．69 25 外傾 平坦 自然 縄文土器片25 縄文時代後期

85 B彿
－ 円　　　　　 形 0．79　×　0．74 30 外傾 平坦 自然 縄文土器片170 縄文時代後期（堀之内式期）

86A B 5五3 N －320　－W ［方　　　　 形］ ［0．67］×　0．65 46 外傾 平坦 人為 縄文土器片121

縄文土器片87

縄文時代後期，SK －86B→ 本跡

86B B 5fb N －320　－W ［不 整 長 方形］ ［1．02］×　0．95 38
外彿 平坦 自然 縄文時代後期，本跡→SK －86A

87 B 5g 3 － 円　　　　　 形 1．04　×　1．02 41 外傾 平坦 日舞 縄文時代後期（堀之内 1式期）

縄文時代後期

88 B 5g 2 － 円　　　　　 形 0．36　×　0．35 31 垂直 凹凸 自然 縄文土器片 2

89 B 5g 2 N －48 0　－E 不　 整　 円　 形 0．73　×　0．68 36 垂直 平坦 自然 縄文土器片 3

90 B 4五I N －62 0　－W 不 整 楕 円 形 0．50　×　0．42 21 外傾 平坦 自然 縄文土器片18
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向 ）
平　 面　 形

規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物 　 備　　　　　　　 考
長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（cm）

91 B 4 i8 N －450　－E 楕　　 円　　 形 1．44　×　1．26 17 外傾 平坦 自然 縄文土器片131 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

92 B 5丘 N －670　－E 楕　　 円　　 形 0．70　×　0．47 48 垂直 平坦 自然 縄文土器片40 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

93 B 5f5 － 円　　　　　 形 1．37　× 1．28 44 外傾 平坦 不明 縄文土器片35上製品（垂飾1），石器（磨石1）縄文時代後期 （堀之内式期）

94 B 5h 3 － 円　　　　　 形 0．88　×　0．83 28 外傾 平坦 自然 縄文土器片27 縄文時代後期 （堀之内式期）

95 B 5g 5 N －69 0　－E 楕　　 円　　 形 1．21 ×　0．89 25 垂直 平坦 自然 縄文土器片49 縄文時代後期 （堀之内 1式期）

96 B 5j4 N 一°0 0 楕　　 円　　 形 1．74　×　1．56 74 外傾 平坦 自然 縄文土器片68 縄文時代後期（堀之内 1式期）

97 B 5丘 N －78 0　－W ［楕　 円　 形］ 1．64　× ［0．82］ 13 外傾 平坦 人為 縄文土器片14 縄文時代後期

，98 B 5g 6 N －780　－W 不　 整　 円　 形 1．35　×11．23 36 療斜 凹凸 人為 縄文土器片58 縄文時代後期（堀之内 1式期）

99 B 5j5 － 楕　　 円　　 形 1．00　×　0．89 33 外傾 平坦 自然 縄文土器片24 縄文時代後期

100 C 4j5 － 円　　　　　 形 0．54 ．×　0．50 17 垂直 平坦 自然 縄文土器片 9 縄文時代後期

101 C 5a5 N － 570　－E 楕　　 円　　 形 0．64　×　0．53 ．12 緩斜 平坦 自然 縄文土器片11 縄文時代後期

102 B 5も － 円・　　　　 形 0．88　×　0．86 2 0 緩斜 平坦 白紙 縄文土器片36 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

106 B 5g7 － 円　　　　　 形 0．46　×　0．45 16 垂直 平坦 自然

107A B 5 g7 N － 360　－E 楕　　 円　　 形 1．15　×　0‘91 3 6 垂直 平坦 自然 縄文土器片43 縄文時代後期，SKlO7B→本跡

107 B B 5 g7 N －540　－W （楕　 円 ．形） 0．95　×（0．65） 26 外傾 凹凸 自然 縄文時代後期，＿本跡SK lO7A

10 8 B 5 g7 N －320　－W 楕　　 円　　 形 1．06　×　0．92 2 1 横斜 平坦 自然 縄文土器片34 縄文時代後期

109 B 5g 8 ・ － 楕　　 円　　 形 1．10　×　0．97 30 垂直 平坦 自然 縄文土器片32，石皿 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

110 B 5g 8 N － 12 0　－E 楕　　 円　　 形 0．90　×　0．81 34 垂直 平坦 自然 縄文土器片43 縄文時代後期 （堀之内 1式期）

111 B 5g 9 N －28 0　－W 楕　　 円　　 形 0．72　×　0．57 17 外傾 平坦 自然 縄文土器片40 縄文時代後期

112 B 6h l N －58 0　－W 楕　　 円　　 形 1．51 ×　1．07 22 緩斜 平坦 自然 縄文土器片66 縄文時代後期 （堀之内 1式期）

113 B 6h 2 － 楕　　 円　　 形 1．08 ・×　0．95 21 外傾 平坦 自然 縄文土器片165 縄文時代後期（堀之内 1式期）

114 B 6h l N － 400　－E 楕 ‾　 円　　 形 0．98　×　0．86 19 緩斜 平坦 自然 縄文土器片51 縄文時代後期（堀之内 1式期）

115 B 6h2 － 楕　　 円　　 形 0．71 ×　0．56 11 外傾 平坦 自然 縄文土器片17 縄文時代後期

116 B 6h2 － 円　　　　　 形 0．66　×　0．65 19 垂直 平坦 自然 縄文土器片 7

117 B 6h3 N － 600　－W ［楕　 円　 形］ 0．74　×［0．40］ 20 ・外傾 平坦 自然 縄文土器片41 縄文時代後期

118 B 6 h3 N － 600　－W 楕　　 円　　 形 0．51 ×　‾0．36 15 外傾 平坦 自然 縄文土器片13 縄文時代後期

119 B 6 h3 － 円　　　　　 形 0．47　×　0．43 42 垂直 平坦 人為 縄文土器片13 縄文時代後期

120 B 6 h4 N －630　－W ［楕　 円　 形］ 0．97　×［0．81］ 20 媛斜 皿状 自然 縄文土器片10 縄文時代後期

121 B 6i3 N －32 0　－W 楕　　 円　　 形 0．98　×　0．82 26 外傾 平坦 自然 縄文土器片40 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

122 B 6i2 N －63 0　－W 隅 丸 長 方 形 0．80　×　0．72 23 緩斜 皿状 自然 縄文土器片38 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

123 B 6i3 N －34 0　－E 隅 丸 長 方 形 0．84　×　0．76 15 横斜

外傾

外傾

垂直

平坦 人草

自然

自然

自然

自然

縄文土器片26 縄文時代後期

SK 126→本跡

・124 C 6C3 ．N －62 0　－W 楕　　 円　　 形 0．43　×　0．38 22 平坦 縄文土器片 2

125 B 6h 3 N －580　－W 楕　　 円　　 形 0．49　×　0．37 69 ．平坦 縄文土器片 I

126 B 6h3 － 円　　　　　 形 2．01 × 1．97 ‾ 45 平坦 縄文土器片383土師器片5石器（剥片3） 縄文時代後 ・晩期，本跡→SK125

縄文時代後期

127 B 6i3 N － 190　－E 楕　　 円　　 形 0．45　×　0．39 77 垂直 平坦 縄文土器片 6

12 8 B 5i9 － 円　　　　　 形 0．23　×　0．23 16 綬斜 平坦 自然 縄文土器片14

12 9 C 5a9 N －670　－W 樗　 円　 形 2．11 ×　1．16 4 6 外傾 平坦 自然 縄文土器片121 縄文時代後期（堀之内1 式期）

130 B 6j3 － 円　　　　　 形 0．88　×　0．87 2 8 外傾 平坦 自然 縄文土器片63，鉄辞 縄文時代後期，SK 13 1→本跡

13 1 B 6j3 － 円　　　　　 形 0．99　×　0．97 28 緩斜 皿状 自然 縄文土器片20 縄文時代後期，本跡→SK 13 0

132 B 6h 3 － 楕　　 円 ‘ 形 0．98　×　0．87 3 1 外傾 平坦 人為 縄文土器片24 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

133 B 6h 3 － 不　 整　 円　 形 0．70　×　0．55 29 垂直 平坦 自然 縄文土器片14 縄文時代後期

134 C 5b 3 N －65 0　－W 楕　　 円　　 形 1．20　×　0．86 30 外傾 平坦 自然 縄文土器片23

縄文土器片10

縄文時代後期

縄文時代後期 （加曽利B 式期）

135 C 5C2 N －340　－W 楕　　 円　　 形 0．53　×　0．45 64 垂直 平坦’自然

136 C 5d l －N － 340　－W 楕　　 円　　 形 1．83　×　1．10 13 外傾 平坦 自然

137 C 4 do N － 110　－W 楕　　 円　　 形 1．24　×　0．77 14 垂直 ‘平坦 自然 縄文土器片21 縄文時代徳期

138 C 6ム N － 900　－W 楕　　 円　　 形 0．97　×　0．76 22 横斜 平坦 自然 縄文土器片21 縄文時代後期

139 C 6e5 － 円　　　　　 形 0．76　×　0．72 22 外傾 平坦 自然 縄文土器片13 縄文時代後期
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140 C 6 e5 N －38 0　－E 隅 丸 長 方 形 0．88　×　0．78 35 外傾 平坦 自然．縄文土器片82 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

141 C 6d 5 － 円　　　　　 形 0．55　×　0．52 20 外傾 平坦 自然 縄文土器片31 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

142 C 6 e5 N －770　－E 楕　 円　 料 1．36　×　0．98 7 1 外傾 平坦 自然 縄文土器片56 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

143 C 6 d5 － 円　　　　　 形 0．52　×　0．51 26 外傾 平坦 自然 縄文土器片15 縄文時代後期

144 C 6 e5 －
円　　　　　 形 0．67　×　0．74 37 外傾 平坦 自然 縄文土器片19 縄文時代後期

146 C 6 e6 － 円　　　　　 形 0．52　×　0．50 16 外傾 平坦 自然

147 C 6f云 N －310　－E 不　 整　 円　 形 0．87　× ［0．85］ 29 外傾 平坦 自然 縄文土器片5

14 8 C 6e6 N －900　－E 不 整 楕 円 形 1．00　×　0．90 27 外傾 平坦 自然 縄文土器片46 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

149 C 6 d5 N －470　－W 楕　　 円　　 形 0．53　×　0．44 59 外傾 平坦 自然

150 B 4 i8 N －790　－W 不　　 整　　 形 0．94　×　0．79 38 外傾 平坦 －

151 B 4i8 N － 350　－E 不 整 楕 円 形 0．67　×　0．53 20 外傾 平坦 自然 縄文土器片 5

152 己6d8 N －　2 0　－E 不　　 整　　 形 0．87　×　0．85 28 外傾 平坦 自然 縄文土器片104 縄文時代後期 （堀之内 1 式期）

5溝（付図，第49・50図）

当遺跡から溝11条を検出した。形状等については一覧表で記載する。時期は，正確にはとらえられないが覆

土の土質から，中・近世以降とみられる。出土遺物については実測図（第50図）でその一部を掲載する。
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第49図　溝土層断面図

第1号溝土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

第3号溝土層解説
1極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粒

子極少量

第4号溝土層解説
1極暗褐色　ローム小ブロック少量

第6号溝土層解説
1黒　　色　ローム粒子・炭化粒子極少量
2　黒褐色　ローム粒子少量

第9号溝土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子・炭化粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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SD3

SD2・3・4

SD4
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第2号溝土層解説A
l　黒褐色　ローム小ブロック・粒子極少量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子極少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

第2号溝土層解説B
l　黒褐色　ローム小ブロック・粒子極少量
2　褐　　色　ローム大ブロック多量

第10号溝土層解説A
l　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量

第10号溝土層解説B
l　褐　　色　ローム粒子少量



第10号溝土層解説C
l　褐　　色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第11号溝土層解説A
l　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

第11号溝土層解説B
l　褐　　色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・黒色土少量

第12号溝土層解説
1　灰　褐　色　ローム粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子少量
3　にぷい褐色　ローム粒子少量

第13号溝土層解説A
l　灰褐色　ローム粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子極少量

第13号溝土層解説B
l　灰褐色　ローム粒子少量，締まりなし
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量

二、
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第50図　第5・11・13号溝出土遺物実測図

溝出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第50図 浅鉢 形 土器 B （20．6） 頚部 か らロ緑部 に至 る破片 。口緑 部 は外 反す る。 ロ緑 部文様帯 は 隆帯 に よ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 4 1 20％　 S D 5

1 縄 文 土 器 って頚 部 と区画 され ，隆帯 内は R L の 単節縄 文で 充填 されて い る。 頚部 に ス コ リア 覆土 中　 阿王台 Ⅳ式

は R L の単 節縄 文が施 され てい る。 にぷい赤褐色　 普通 P L 2 2

2 浅鉢 形土 器 A ［11．7］ 胴部 か ら口緑部 に至 る破片。 胴部 は内暫 し， 口緑 部で外 反す る。 ロ緑郡 に 小礫 ・長石 ・石英 P 42　 20％　 S D 5

縄 文 土 器 B （5．6） 把 手 を有す る。 黄褐 色

普通

覆土 中　 阿王台 Ⅳ式

P L 2 2
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 ・（cm） 厚さ（C皿） 孔径（cm） 重量（g）

第50図 3 土　　　 偶 （5．7） 6．1 2．4 － （55．0） S D 13　覆土中 D P 8　 堀之内式　 P L 22

4 有 孔 円 盤 3．2 3．2 0．8 0．3 9．0 S D 13　覆土中 ‘D P 9　 P L 30

図版番号 種　　 別 ・

計　　　　 瑚　　　　 値
石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第50図 5 楔 形 石 器 8．6 3．5 1．5 13．0 ガラス質黒色安山岩 S D ll 覆土中 Q 66　旧石器 P L 22

ここでは，溝の出土遺物観察表に記載しなかった遺物について解説する。

第13号溝（第50図）

6は深鉢形土器の胴部片である。縄文を地文とし，隆帯と沈線文が施されている。混入したもので，本跡に

伴うものではない。

中谷津遺跡溝一覧表

溝

番号

中心

位置
主軸方向

規　　　　　　　　　　 模
壁　 面 断　面 覆　 土 出 l土　 遺　 物

備　　　 ．考

新旧関係 （古→新）
長芋（m ） 上幅（．m ） 下幅（m ） 深さ（cm）

1 E 4 N －460　－E （11．7） （1．96～0．75） （0．72～0．22） ．28 ～　6 緩斜 ［U ］ 自然 縄文土器片18，陶器片‘1

2 D 5 N －340　－E （55．1） 2．31～1．23 1．69～1．00 17 ～　5 緩斜 U 自然 縄文土器片135 ′ 本跡→SD 3 ・5

3 D 5 N －20。 －W 8．3 1．10～0．67 0．69～0．29 10 ～　7 援斜 U 自然 SD 2 ・4→本跡

・4 D 5 N －310　－W （7．0） 0．92～0．62 0．62～0．34 7　～　3 媛斜 U 自然 本跡⊥sD 3

5 D 5 N －450　－W 2 9．0 12．0～0．60 0．31～0．08 20 ～ 10 横斜 U 不明 縄文土器片22 S D 2－→本跡

6‾ D 5 N －370　－W （18．7） 1．21～0．47 0．93～0．18 7　～　2 彿斜 U 自′然

9 D 6 N －380　－W （5．5） （1．65～0．66） 0．32－0．16 20 「－　6 棲斜 ［U ］ 自然 縄文土器片49

10 8 5

C 5

N －440　－E 3 9．2 1．02～0．45 （0．72～0．22） 10 ～　5 緩斜 U 自然 縄文土器片46 T M 1－→本跡→SD ll

11 B 5　＿

B 6

C 6

N －45。 －W

N －51。 －E

2 9．1 1．36～0．32 1．20～0．70 10 ～　5 緩斜 U 自然 縄文土器片152，土師器片 1

石器 1 （剥片），瓦片 1 1

T M l→SD lO→本跡

12 C 5 N －500　－W 19．2 1．08一一0．80 0．83～0．60 10 ～　5 緩斜 U 自然 縄文土器片24

．13 C 5 N －370　－E

N －53。 －W

2 3．7 1．08～0．42 0．44－0．15 29 ～ 10 緩斜 U 自然 縄文土器片218，±製品

2 （土偶有孔円盤），石 ロ

13 （石皿，磨石，剥片）

6　焼土遺構

調査区のほぼ全域から，6基の焼土遺構を検出した。焼土遺構の周囲を調査したがピットや硬化面は検出さ

れず，また，硬い炉床面を確認できなかったことから住居跡の炉やファイヤーピットではないと考えたが，い

ずれもその正確を明らかにできなかったため，焼土遺構とした。

第1号焼土遺構（SX－3）（第51図）

位置　調査2区南東部，D5h9区。

規模と平面形　東側が調査区城外のため規模と平面形は不明であるが，長径0．53m，短径（0．27）mで不整楕円

形と推定される。焼土の厚さは10cmである。

長径方向　N－20－W
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土層解説

1赤褐色　焼土中ブロック・小ブロック・粒子多量

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第2号焼土遺構（SX－4）（第51図）

位置　調査1区南東部，C6h7区。

規模と平面形　長径0．65m，短径0．55mの楕円形で，焼土の厚さは5cmである。

長径方向　N－630－W
土層解説

1　暗赤褐色　焼土小ブロック・粒子少量

遺物縄文土器片が1点出土している。1は，胴部片で南東部の覆土上層から出土している。LRの単節縄文

を地文とし，沈線文が施されている。堀之内1式と思われる。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第3号焼土遺構（SX－5）（第51図）

位置　調査5区北部，C6a5区。

規模と平面形　長径1．07m，短径0．78mの楕円形で，焼土の厚さは40cmである。

長径方向　N－150－E

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子極少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量
4　黒褐色　焼土粒子少量

遺物　縄文土器片が13点出土している。いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。性格は不明である。

第4号焼土遺構（SX－6）（第51図）

位置　調査5区北部，B6j4区。

規模と平面形　長径0．76m，短径0．64mの楕円形で，焼土の厚さは10cmである。

長径方向　N－450－E
土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子極少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量

遣物　縄文土器片が1点出土している。

所見　出土した土器は縄文時代後期とみられ，本跡の時期は縄文時代後期の可能性が考えられる。性格は不明

である。

第5号焼土遺構（SX－7）（第51図）

位置　調査5区北部，B6j5区。

規模と平面形　長径0．61m，短径0．59mの円形で，焼土の厚さは13cmである。

長径方向　N－180－E

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子極少量
2　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・ローム粒子・炭化粒子極少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子極少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
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遺物　縄文土器片が2点出土している。黒浜式期と堀之内式期とみられるが，いずれも細片である0

所見本跡の時期は，出土遺物から縄文時代と思われる。性格は不明である0

第6号焼土遺構（SX－8）（第51図）

位置　調査5区北部，B4丘）区。

規模と平面形　長径0．75m，短径0．62mの楕円形で，焼土の厚さは19cmである。

長径方向　N－560－E

㊨　　＼

末　　　くl
l

二二⊥二
‾2▼6．3m

第2号焼土遺構

／㊥l

－2▼6．3m

叫　　　叫

生メ＿－＼
A

－26．4m

てこ‡二三二　第3号煉土遺構

享‾＝三三／∴
可　　　血l

第4号焼土遺構
A
－26・3m2

第5号燥土遺構

－26．5m

二：一一＝‾
－　第6号煉土遺構

l　　；　　二」

第51図　第1・2・3・4・5・6号焼土遺構実測図・出土遺物実測図
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子極少量

2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中意，灰少量
3　暗赤褐色　焼土小ブロック・粒子中量，灰少量

所見　本跡は，出土遺物がなく，時期と性格は不明である。

7　不明遺構

当遺跡では，調査3区北西部に，縄文土器片が集中的に出土している地点が存在するが，上部の削平が著し

く，遺構の性格を明らかにすることができなかった。また，調査6区北部に，平面形が不定形で底部の凹凸が

著しい遺構を検出している。それぞれ第1号不明遺構・第2号不明遺構として，その特徴を記載する。

第1号不明遺構（SX－1）（第52図）

位置　調査3区北西部，F3ao区。

規模と平面形　長軸0．96m，短軸0．95mの不整円形である。

長径方向　N－46。－W

壁面　極めて緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。上部の削平が著しく，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土眉解説

1　暗褐色　ローム粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

1　　　　　2

2m

Ltt　　；　一二∃

第52図　第1号不明遺構実測図・出土遺物実測図
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遺物縄文土器片が59点，石器（打製石斧）が1点出土している。1は打製石斧である。西部の覆土上層から

出土している。2は探鉢形土器の胴部片である。縄文を地文とし，沈線文が施されている。

所見本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉の堀之内1式期と考えられる。性格は不明である。

第2号不明遺構（SX－10）（第53図）

位置　調査6区北部，B4丘）区。

規模と平面形　北壁が調査区外で不明だが、長径5．50m，短径（1．37）mの不定形で，深さ47cmである。

長軸方向　N－530－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸が激しい。

覆土　2層からなる。堆積状況や含有物から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム・炭化粒子少量

遺物縄文土器片が182点，土師器片が1点出土しているが，いずれも細片である。土師器片は混入と思われ

る。

所見本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期と考えられる。性格は不明である。

旦26．Om

－、Gニ≡壷≦妄二二ニ；竿ニ＝＝〒ミグ‾
0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　⊥－＿」

第53図　第2号不明遺構実測図

不明遺構出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　　 ．質 出　 土　 地 ・点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第52図 1 打 製 石 斧 11．2 6．6 2．9 2 39．0 ホルンフェルス 第1号不明遺構覆土中 Q 7 2　P L 寧2

8　旧石器集中地点

当遺跡における旧石器時代の調査は，B5elを基点とし，調査区城の境界に沿って，西に4m，北に4mの台

形状の範囲でグリットを設定して調査した。その結果，剥片3点が出土した。

第1号旧石器集中地点（第54・55図）

位置　調査6区北部，B5el区から出土している。出土遺物の平面分布及び垂直分布については第54図に　示し
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た通りである。

確認土層　第1層はハードローム層，第2層は黄褐色ローム層，第3層は姶良Tn火山灰（AT）を含む層，

第4層は粘性を帯びた暗褐色ローム層である。確認面からの深さ10cm，深さ15cmのハードローム層と黄褐色

ローム層，深さ30cmのAT層でそれぞれ1点ずつ確認されている。

造物　剥片3点が出土している。1はAT層から出土しており，石質は硬質頁岩である。2は黄褐色ローム層

から出土しており，石質は黒曜石である。3はハードローム層から出土しており，石質は珪質頁岩である。

所見　本地点は出土遺物が少なく剥片のため，性格は不明である。

第54図　第1号旧石器集中地点実測図

l

＜＝＝二二＝＞　0　　　　　　　　5cm

l l　」

一腰
二二

第55図　第1号旧石器集中地点出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

2　∠ゝ
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旧石器集中地点出土遺物観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　　　 質 出　 土　 層　 位 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第5 5図 1 刺　　 す 3．1 2．9 0．6 3．5 硬質頁岩 A T 層 Q 68　旧石器　 P L 22

2 剥　　　 片 2．7 2．2 0．8 2．8 黒曜石 黄褐色ローム層 Q 69　旧石器　 P L 22

3 ．剥　　　 片 4．6 2．1 0．9 3．9 珪質頁岩 ハー ドローム層 Q 70　旧石器 ・P L 22

9遺物包含層

当初，7か所で遺物包含層の調査を行ったが，第2号遺物包含層とした地点は出土遺物がなく，第5号遺物

包含層は第3号住居跡，第7号遺物包含層は第6号住居跡となったため，ここでは，4か所の遺物包含層（第

1・3・4・6号遺物包含層）と出土遺物について記述する。

なお，出土遺物は実測図，拓影図及び観察表で報告するが，土器については以下の分類基準を用いて記述す

る。

第1群　縄文時代早・前期の土器

第2群　縄文時代中期の土器

第3群　縄文時代後期前葉の土器

第1類　称名寺式土器

第2類　堀之内式土器

第3類　東北系（綱取式）の土器

第4類　北陸系（三十稲場式）の土器

第4群　縄文時代後期中葉の土器

第5群　縄文時代後期復業の土器

第6群　縄文時代晩期の土器

第1号遺物包含層（第56・57図）

第1号遺物包含層は，3区南東部F5区の斜面部に，幅2m，長さ約22mのトレンチを南北方向に設定し，

掘り込んだ結果確認された。

堆積する層は11層からなり，いずれも北から南に向けて傾斜して堆積している。第1層は厚さ2～22cmで，

ローム粒子を少量含む黒褐色土である。第2層は厚さ5～35cmで，ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少

量含む暗褐色土である。第3層は厚さ10～40cmで，ローム粒子・砂・粘土粒子を少量含む暗褐色土である。第

4層は厚さ2～20cmで，粘土粒子を中量，ローム粒子・砂を少量含む灰褐色土である。第5層は厚さ2～18cm

で，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子を極少量含む黒褐色土である。第6層は厚さ2～35cmで，粘

土粒子を少量，焼土粒子・砂を極少量含む極暗褐色土である。第7層は厚さ8～33cmで，粘土粒子を少量，焼

土粒子・砂を極少量含む黒褐色土である。第8層は厚さ2－40cmで，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小

ブロック・粒子を少量，焼土粒子・炭化粒子・砂を極少量含む褐色土である。第9層は厚さ2～18cmで∴ロー

ム小ブロック・粒子を多量，粘土粒子を中量，砂を少量，焼土粒子を極少量含む褐色土である。第10層は厚さ

2～10cmで，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子を多量，砂を少

量含むにぷい褐色土である。第11層は厚さ2～25cmで，粘土粒子を少量，ローム粒子・焼土粒子・砂を極少量
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含む黒褐色土である。包含層の北側は表層が粘土層で，緩やかに南に傾斜しており，第3～11層にかけて含ま

れる粘土粒子や砂は，それらが流れ込んだものと考えられる。

縄文時代の遺物を包含する層は，おおむね3～7層で，縄文土器片2，779点（第1群1点，第2群3点，第

3群399点，第4群81点，第5群2点，第3～5群2，293点），土製品2点（有孔円盤）が出土している。出土

遺物の大半は第3群の土器で占められている。

第2群縄文時代中期の土器（第57図1）

1は探鉢形土器の胴部片である。半裁竹管の内側による結節平行沈線文が施されている。阿玉台Ⅱ式と思わ

れる。

第3群縄文時代後期前葉の土器（第57図2～6）

第1類　称名寺式土器

2は探鉢形土器の胴部片である。沈線文と刺突文が施されている。

第2類　堀之内式土器

3は台付土器の台部片である。「ハ」の字状に開き，無文である。4は探鉢形土器の波状を呈する口緑部

片である。波頂部に盲孔が施され，口唇部は沈線が巡り円形刺突文と結ばれる。その下は経線と沈線が巡り，

盲孔の下に施された円形刺突文と結ばれる。その円形刺突文を起点とし，紐線と沈線文が垂下する。地文は

RLの単節縄文である。5は深鉢形土器の胴部片である。LRの単節縄文を地文とし，沈線文が施されてい

る。3～5は堀之内1式と思われる。6は深鉢形土器の口緑部片である。口唇部を条線が巡り，その下に条

線による菱形の区画文が施されている。堀之内2式と思われる。

第4群縄文時代後期中葉の土器（第57図7～10）

7は深鉢形土器の口緑部片である。RLの単節縄文を地文とし，口唇部内面に沈線が，外面に押圧された隆

帯が巡る。加曽利B式の粗製土器と思われる。8は探鉢形土器の口緑部片である。口唇部内面に沈線が，外面

に紐線が巡る。口緑部下を刺突文が施された付文と連繋して紐線が巡り，その下にRの無節縄文で施された沈

線文が施されている。加曽利Bl～2式と思われる。9は小波状を呈する口緑部片で，波頂部に「S」字状の

付文が施され，口唇部の内・外面を沈線が巡る。Rの無節縄文を地文とし，「ノ」字状の沈線で平行沈線を区

切っている。10は胴部片である。「ハ」状の沈線で平行沈線を区切っている。9・10は加曽利Bl式と思われ

旦23．7m

第56図　第1号遺物包含層実測図
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第5群　縄文時代後期後葉の土器（第57図11）

11は探鉢形土器の口緑部片である。口唇部に刻みが施され，その直下に半裁竹管による条線文が斜位に施さ

れている。安行1～2式と思われる。

その他（第57図12）

12は探鉢形土器の底部片である。平底で網代痕が残る。後期と思われる。

＿I‥一一二二二

0　　　　　　　　　　　　10cm

Ll＿＿　　［

第57図　第1号遺物包含層出土遺物実測図

第1号遺物包含層出土遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（cm） 詩　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第57図台付土器B（4．5）台部破片。台部は「ハ」の字状に広がり，無文である。 砂粒・長石・スコリアP43　　5％

3 縄文土器D　　7．0 橙色

普通

堀之内式
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図版番号 ・種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 層　 位 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第57図13 土器片円盤 3．9 3．3 0．8 11．0 第3～7層 D P ll ．P L 30

14 1 土器片円盤 3．1 3．1 0．7 8．0 第3～7層 D P 12　P L 30

第3号遺物包含層（第58・59・60・61図）

第3号遺物包含層は5区南部C6区～D6区の斜面部に，幅2m，長さ約12mのトレンチを南北方向に，幅

2m，長さ約10mのトレンチを東西方向に設定し，掘り込んだ結果確認された。

堆積する層は7層で，西から東に向けて傾斜して堆積している。第1層は厚さ4～20cmで，ローム小ブロッ

ク・粒子を中量含む褐色土である。第2層は厚さ10～28cmで，ローム小ブロック・粒子を少量，焼土粒子を極

少量含む暗褐色土である。第3層は厚さ15～50cmで，ローム粒子を少量，ローム小ブロック・焼土粒子，炭化

粒子を極少量含む暗褐色土である。第4層は厚さ18～75cmで，ローム小ブロック・粒子を少量，焼土粒子・炭

化粒子・粘土粒子を極少量含む黒褐色土である。第5層は厚さ2－68cmで，ローム小ブロック・粒子を少量，

炭化粒子を極少量含む黒褐色土である。第6層は厚さ2～50cmのローム層である。第7層は厚さ2～20cmで，

ローム粒子を少量，ローム小ブロック・焼土粒子を極少量含む極暗褐色土である。

縄文時代の遺物を包含する層はおおむね2～5層で，縄文土器及び土器片2，160点（第1群6点，第2群12

点，第3群631点，第4群64点，第3～5群1，447点），石器2点（剥片・石皿）が出土している。

第2群縄文時代中期の土器（第59図1）　，

1は深鉢形土器の口緑部片である。口唇部が欠損している。隆帯に沿って半裁竹管による結節平行沈線が施

されている。

第3群縄文時代後期前葉の土器（第59・60図2～17）

第1類　称名寺式土器

2は深鉢形土器の胴部片である。Lの無節縄文を地文とし，沈線文が施されている。

第2類　堀之内式土器

3は浅鉢形土器である。RLの単節縄文を地文とし，口緑部を起点に，同心円上に重複する半円状のモチ

ーフが4単位施されている。4は波状口緑の把手部である。貫通孔と盲孔を有し，内・外面や側面に円形刺

突文を起点とした沈線文が施されている。5は深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片である。櫛歯状工具

による沈線で文様を措出している。6は深鉢形土器の胴部から波状を呈する口緑部に至る破片である。波状

部に貫通孔と盲孔が施され，口唇部上と口唇部外面に沈線が巡る。胴部には，LRの単節縄文を地文として，

棒状工具による沈線文が施されている。7は深鉢形土器の口縁部片である。口縁部に隆線が巡り，短い無文

帯と区画されている。頚部から胴部にかけてはLRの単節縄文を地文とし，沈線文が垂下する。8は深鉢形

土器の口緑部片である。口唇部上に刻みが施され，口唇部に半裁竹管による沈線が巡る。口緑部直下からは

LRの単節縄文を地文とし，半裁竹管による蛇行沈線が施されている。3～8は，堀之内1式と思われる0

9は胴部から口緑部に至る破片で，口縁部内面に沈線が巡る。外面の口縁部直下から胴部にかけて，単節縄

文を地文とし，沈線によって区画された文様帯が施されている。10は胴部から口緑部に至る破片で，口緑

部に盲孔が施された把手を持つ。口縁部内面に半裁竹管による沈線が巡り，外面には「8」字状の付文と連

繋して紐線が巡る。胴部にはLの無節縄文によって充填された区画文が施されている。11は深鉢形土器の

口緑部片である。口緑部を隆線が巡り，その下に紐線と沈線文が施されている。12は胴部から口縁部に至
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る破片で，口緑部は小波状を呈する。口唇部と頚部に沈線が巡り，波頂部を起点として垂下する沈線文と

連繋する。口緑部直下から胴部にかけてはLRの単節縄文を地文とし，半裁竹管による懸垂文が施されてい

る。13は深鉢形土器の口緑部片である。口唇部内面に沈線が巡る。口緑部外面に押圧された隆帯が2条巡

り，「8」字状の付文によって連繋されている。さらにその下に沈線が巡り，口緑部文様帯と区画している。

地文はLの無節縄文である。9～13は堀之内2式と思われる。

第3類　東北系（綱取式）の土器

14は波状口緑の把手部で，二つの貫通孔と一つの盲孔が施され，刺突文を抱く「C」字状の沈線が施さ

れている。15は橋状把手を有する，頚部から口縁部に至る破片である。波頂部の円形刺突文を起点とし，

口唇部に巡る沈線文，頚部に垂下する弧状文，把手部に垂下する沈線文が施されている。頚部には単節縄文

を地文とし，沈線が巡る。

第4類　北陸系（三十稲場式）の土器

16は口緑部片で，幅の狭い無文帯を持ち，その下に花弁状の刺突文が施されている。17は頚部片で，16

と同じ文様が施されている。

第4群縄文時代後期中葉の土器（第60図18～20）

18は波状口緑の把手部片である。波頂部には刻みを持つ隆帯が貼り付けられており，外面に紐線間を充填す

る沈線文が施されている。加曽利Bl式と思われる。19は深鉢形土器の口緑部片で，口唇部内面に沈線が，外

面に押圧された隆帯が巡る。地文はLの無節縄文である。20は口縁部片である。口唇部には刺突文で充填され

た隆帯が「8」字状の付文と連繋して巡り，その下にRLの単節縄文を地文として沈線文が施されている。加

曽利Bl式と思われる。

その他（第60・61図21～24）

21は台付土器の台部片，22・23は注口土器の注口部片，24は口縁部が欠損した壷形土器である。いずれも無

文で，後期と思われるが，細かな編年的位置付けは困難である。

第58図　第3号遺物包含層実測図
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第59図　第3号遺物包含層出土遺物実測図（1）
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第60図　第3号遺物包含層出土遺物実測図（2）
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C⊃
第61図　第3号遺物包含層出土遺物実測図（3）

第3号遺物包含層出土遣物観察表

25

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第59図浅鉢形土器A　15．6 平底。胴部は外傾して立ち上がり，口緑部に至る。RLの単節縄文を地文砂粒・長石・石英・P44100％　5層

3 縄文土器B　　9．7 とし，口緑部を起点に，同心円上に重複する半円状のモチーフが4単位施スコリア・パミス堀之内1式

C　　7．8 されている。 橙色　普通 PL23

4 浅鉢形土器長さ（5．8）波状口緑の把手蔀。外傾して立ち上がる。貫通孔と盲孔を有し，内・外面長石・石英・スコP49　5％

縄文土器幅　4．4 や側面に円形刺突文を起点とした沈線文が施されている。 リア

黒褐色　普通

堀之内1式

PL24

9 探鉢形土器A［25．8］胴部からロ縁部に至る破片。胴部は外傾して立ち上がり，ロ緑部で短く内長石・石英・スコP77　5％

縄文土器B（10．3）傾する。口緑部内面を沈線が巡る。外面には口縁部直下から胴部にかけてリア 堀之内2式

単節縄文を地文とし，区画文が施されている。 極暗褐色　普通PL23
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 畢　　　 考

第59図 深鉢形土器 A ［18．8］ 胴部下半か ら口緑部に至 る破片。胴部は外傾 して立ち上がり，口緑部に至 長石・石英・雲母・ P 78　 20％

10 縄 文 土 器 B （19．0） る。口緑部は円孔を有する把手を持つ。口緑部内面に半裁竹管による沈線 パ ミス ・黒色粒子 堀之内 2 式

が巡 り，外面は 「8 」字状文 と連繋して紐線が巡る。胴部上半にはL の無 極暗褐色 P L 23

節縄文によって充填された区画文が施されている。 普通

第60図 深鉢形土器 A ［21．5］ 胴部から口緑部に至る破片。口緑部は小波状を呈すろ。口唇部と頚部を沈 小礫 ・長石 ・スコ P 76　 25％

12 縄 文 土 器 B （33．3） 線が巡 り，波頂部を起点として垂下する沈線文と連繋する。口緑部直下か リア 堀之内 2 式

ら胴部にかけてはL R の単節縄文を地文 とし，半裁竹管による懸垂文が施 にぷい褐色 P L 23

されている。 普通・

14 探鉢形土器 長さ（8．9） 波状口緑の把手部。外傾する‘。二つの貫通孔 と一つの盲孔を有し，刺突文 小礫 ・長石 ・スコ ・P 47　 5 ％

縄 文 土 器 幅　 5．9 を抱 く 「C 」字状の沈線が施されている。 リア

にぷい赤褐色 普通

綱取 1式

P L 24

15 壷 形 土 器 長さ（5．8） 橋状把手を有する，頚部か ら口緑部に至 る破片。頚部で深 く括れ，口緑部 小礫 ・長石 ・ス云 P 48　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （6．8） は外反する。波頂部の円形刺突文を起点とし，口唇部に巡る沈線文と頚部 リナ 綱取式

に垂下する弧状文，把手部に垂下する沈線文が施されている。空贈酎こは単 に1ぷい橙色

節縄文を地文とし，沈線文が巡る。・ 普通

18 浅鉢形土器 長さ（5．8） 波状口緑の把手部片。外傾する。披頂部には刻みを持つ隆帯が貼 り付けら 長右 ・石英 ・スコ P 50　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （8．2） れてお り，外面には紐線間を充填する沈線文が施 される。 リア

褐灰色　普通

加曽利B l式

P L 24

2 1 台 付 土 器

縄 文 土 器

B （5．6）

D　　 5．2

E　　 3．1

台部破片。台部は 「ハ」の字状に広が り，無文である。 小礫 ・長石

灰白色

普通

P 46　　 5％

後期

P L 24

22 注 口 土 器 長さ（9．0） 注口部片。基部外径3．7cm，内径1．6cm，先端部外径1．7cm，内径1．3cm。基部 ‾長石・雲母 ・パミス P 51　　 5％

縄 文 土 器 か ら反 り気味に先端部に至る。無文である。 にぷい黄橙色

普通

後期

P L 24

23 注 口 土 器 長さ（9．0） 注口部片。基部外径3．0cm，内径1．4cm，先端部外径1．7cm ，内径1．4cm。基部 小礫 ・長石 ・石英 ・ P 52　　 5 ％

縄 文 土 器 から反 り気味に先端部に至る。無文である。 スコリア

普通

後期

P L 24

第61図 壷 形 土 器 B （19．7） 口緑部欠損。胴部は内攣 して立ち上がり，頚部に至る。・胴部は，無文であ 砂粒 ・パ ミス ・ P 45　　 50％

24 縄 文 ．土 器 C ［8．0］ る。 スコリア

赤褐色　 良好

後期 ・

P L 2 3

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　　　 質 出　 土　 層　 位 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第61図25 石　　　 皿 （21．3） （9．7） 6．8 （840．0） 凝灰岩 第 2～ 5 層 Q 79　 P L 24

第4号遣物包含層（第62・63・64・65図）

第4号遺物包含層は5区東部C7区の斜面部に，幅2m，長さ約11．5mのトレンチを東西方向に設定し，掘

り込んだ結果確認された。

堆積する層は4層で，西から東に向けて傾斜して堆積している。第1層は含有物から1a層と1b層に分けら

れる。1a層は厚さ2－30cmでローム粒子を中量含む褐色土である。1b層は厚さ2～40cmで，ローム粒子を少

量，焼土粒子を極少量含む褐色土である。第2層は厚さ30～50cmで，ローム粒子を少量含む黒色土である。第

3層はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を少量含むが，黒褐色土の3a層と暗黒褐色土の3b層に分けられる。

3a層は厚さ3－30cm，3b層は厚さ4～30cmである。4層は灰白色土であるが，砂を中量含む4a層と砂を多

量含む4b層に分けられる。4a層は厚さ3～30cm，4b層は厚さ2～50cmである○

縄文時代の遺物は1b～4層に包含されているが，特に2～3層に集中している○

〈第1層出土遺物〉（第63図1）

第1層は1b層から縄文土器片19点（第2群6点，第3群5点，第4群8点）が出土している。

1は胴部片で，花弁状の刺突文が施されている。第3群第5類と思われる。
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〈第2層出土遺物〉（第63図2～5）

第2層からは縄文土器片322点（第1群3点，第2群11点，第3群234点，第4群70点，第5群3点，第3～

5群1点），剥片1点が出土している。

第3群　縄文時代後期前葉の土器（第63図2～4）

第2類　堀之内式

2は深鉢形土器の胴部片でLRの単節縄文を地文とし，沈線文が施されている。堀之内1式と思われる。

3・4は波状口緑の把手部で，波頂部に病状の突起が貼り付けられ，円形刺突文と沈線文が施されている。

両者は第4群に分類される可能性も考えられる。

第4群縄文時代後期中葉の土器（第63図5）

5は探鉢形土器の口緑部片である。口唇部内面に沈線が巡り，内面は口綾部に押圧された隆帯が巡り，その

下に条線が施されている。

その他（第63図6）

6は深鉢形土器の底部片である。平底で網代痕が残る。後期と思われる。

〈第3層出土遺物〉（第63図7～17）

第3層からは縄文土器片591点（第1群2点，第2群10点，第3群453点，第4群123点，第5群3点），石器

3点（磨製石斧・蔽石・凹石）が出土している。

第3群　縄文時代後期前葉の土器（第63・64図7～14）

第1類　称名寺式
ヽ、

7は深鉢形土器の口緑部片で，刻みが施された隆帯が巡り，その下には半裁竹管による刺突文と沈線丈が

施されている。

第2類「堀之内式

8は探鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，口唇部内面に沈線が巡る。LRの単節縄文が施されてい

る。9は深鉢形土器胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，半裁竹管による沈線文が斜位に施されている。

10は深鉢形土器の口綾部片で，Rの無節縄文を地文とし，半裁竹管による沈線文が施されている。11は深

鉢形土器の小波状を呈する口縁部片で，LRの単節縄文が施されている。12は胴部片で隆帯と沈線文が施

されている。8～12は，堀之内1式と思われる。13は深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，頚部に

は紐線が縦位に貼り付けられ，紐線間に条線が横位に施されている。胴部には渦巻文のモチーフと，それか

ら垂下する対弧状文が施されている。14は深鉢形土器の口緑部片で，口唇部内面に半裁竹管による沈線が

巡り，その下に沈線文が施されている。外面にはLRの単節縄文が充填された条線文が施されている。13・

14は堀之内2式と思われる。

第4類縄文時代後期中葉の土器（第64図15・16）

15は深鉢形土器の底部片である。平底で，底部には網代痕が残る。16は深鉢形土器の胴部片である。Rの

無節縄文を地文とした磨消縄文が施されている。

第5類縄文時代後期復業の土器（第64図17）

17は深鉢形土器の小波状を呈する口綾部片である。口緑部は魚尾状の波状を呈し，Rの無節縄文帯の上に

病状と豚鼻状の付文が施されている。安行2式と思われる。

〈第4層出土遺物〉（第64図18～23）

第4層は縄文土器片311点（第1群4点，第2群8点，第3群252点，第4群47点）が出土している。
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第1群縄文時代早・前期の土器（第64図18・19）

18，19は胎土に繊維を含み，黒浜式と思われる。

第3群　縄文時代後期前葉の土器（第64図20）

第2類　堀之内式

20は深鉢形土器の口緑部片である。口緑端部に沈線が巡る。Lの無節縄文を地文とし，円形刺突文と沈線

文が施されている。堀之内1式と思われる。

第4群　縄文時代後期中葉の土器（第64図21～23）

21は胴部から口縁部に至る破片である。LRの単節縄文を地文とし，条線が垂下する。22は深鉢形土器の胴

部から口緑部に至る破片である。RLの単節縄文を地文とし，内外面に赤彩が施されている。23は浅鉢形土器

の胴部片である。LRの単節縄文を地文とし，平行沈線の上に区切文が施されている。加曽利Bl式と思われ

る。

〈第1－4層から出土したその他の主な遺物〉（第64・65図24～26）

24は胴部から口縁部に至る破片で，RLの単節縄文が施されている。第3群の第2～3類に分類されると思

われる。25は波状口緑の把手部で，貫通孔を有する波頂部に隆帯を三段に貼り付け，その上に，円形刺突文が

施された病状の把手が貼り付けられている。26は胴部から口緑部に至る破片で，口唇部から胴部にかけて，橋

状把手が貼り付けられている。胴部上位に，LRの単節縄文によって充填された沈線文が施されている。第4

群の加曽利B2式と思われる。第4群に分類されるものと思われる。

0　　　　　　　　　　　　2m

L二二一一一1二二∃
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第62図　第3号遺物包含層実測図
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第65図　第4号遺物包含層出土遺物実測図（3）

第4号遣物包含層出土遣物観察表

5cm

ト＿　1　1

10cm

⊆二二一　；　一二」

図版番号 器　　種 計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第63図 探鉢形土器長さ（2．9）波状口緑の把手部。外傾気味に立ち上がる。波頂部に癌状の突起が貼り付砂粒・長石・スコリアP58　5％　2層

3 縄文土器幅（3．2）けられ，円形刺突文と沈線文が施されている。 にぷい橙色　普通

一部に赤彩残る

堀之内2式

～加曽利B式

4 深鉢形土器長さ（3．8）波状口緑の把手部。外傾して立ち上がる。波頂部に病状の突起が貼り付け砂粒・長石・スコP59　5％　2層

縄文土器幅（3．4）られ，円形刺突文と沈線文が施されている。 リア

にぷい橙色

普通

堀之内2式

～加曽利B式

13 探鉢形土器A ［8．6］胴部から口縁部に至る破片。胴部は内攣して立ち上がり，口縁部は外反す長石・石英・スコP56　20％

縄文土器B （7．4）る。頚部には，紐線が縦位に貼り付けられ，紐線間に粂線が横位に施されリア・パミス 3層

ている。胴部には，渦巻文のモチーフと，それから垂下する対弧状文が施にぷい褐色 堀之内2式

されている。 普通 PL24
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図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第64図 探鉢形車券 A ［25．2］ 胴部から口緑部に至る破片。胴部は外傾 して立ち上がり，上位で穣やかに 小礫 ・‾長石 ・スユ P 55　　 20％

21 縄 文 土 器 B （20．5） 内攣 して口緑部に至る。単節細文を地文とし，条線が垂下する。 リア．

極暗赤褐色　普通

4 a 層　 加曽利B 式

P L 2 4

2 4 深鉢形土器 A ［24．6］ 胴部から口緑部に至る破片。・胴部は外傾 して立ち上がり，口緑部に至る。 小礫 ・長石 ・石英 ・ P 54　 20％

縄 文 土 器 B （16．3） R L の単節縄文が，口唇部か ら胴部にかけて施 されている。 スコリア

にぷい褐色　普通

堀之内式

25 探鉢形土器 長さ（3．8） 波状口緑の把手部。外傾気味に立ち上がる。貫通孔を有する波頂部に隆帯 砂粒 ・長石 P 57　 5％

縄 文 土 器 幅 （3．4） を三段に貼 り付け，その上に，円形刺突文が施 された病状の突起が貼 り付 黒褐色 加曽利 B 式

けられている。 普通

第65図 探鉢形土器 皐 ［22．2］ 胴部から口緑部に至る埴片。胴部は外傾 して立ち上がり，上位で内傾 し， 石英 ・雲母 P 53　 20％

26 縄 文 土1器 B （18．4） 口緑部は外反する。口唇部か ら胴部にかけて．，橋状把手が貼 り付けられて 黒褐色 加曽利 B 2 式

いる。胴部上位に，L R の単節縄文によ＿つて充填された沈線文が施されて

いる。

普通 P L 24

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 層　 位 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第65図27 有 藩 士 錘 3．6 2．7 2．0 20．0 第 2 層～第 5層 D P 13

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　　　 質 出　 土　 層　 位 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第65図28 剥　　　 片 3．6 2．9 1．0 12．0 流紋岩 第2 層 Q 73　旧石器

29 磨 製 石 斧 （6．0） 5．0 3．0 （107．0） ホ．ルンフェルス 第3 層 ‘Q 77

3 0 敲　　　 石 9．9 5．2 4．0 296．0 珪質頁岩 第3 層 Q 78

3 1 凹　　 一　石 （12．6） （13．2） 3．9 （725．0） 安山岩 第3 b 層 Q 81

第6号遺物包含層（第66・67・68・69図）

第6号遺物包含層は5区南部C6区の斜面部に，幅約1．5m，長さ約11．5mのトレンチを東西方向に設定し，

掘り込んだ結果確認された。堆積する層は6層で，西から東に向けて傾斜して堆積している。第1層は厚さ2

～20cmで，ローム粒子と炭化粒子を少量含む褐色土である。第2層は厚さ2～33cmで，ローム粒子・炭化粒子

を少量，焼土粒子を極少量含む暗褐色土である。第3層は厚さ8～48cmで，ローム粒子を少量，炭化粒子を極

少量含む暗褐色土である。第4層は厚さ20～50cmで，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を極少量含む暗褐色土

である。第5層は厚さ5～58cmで，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を極少量含む暗褐色

土である。第6層は厚さ5～50cmのローム層である。

出土遺物については，第1～3層を上層，第4層を中層，第5～6層を下層として取り上げた。

〈上層出土遺物〉（第67図1）

上層からは縄文土器片253点（第1群7点，第3群231点，第4群15点）が出土している。1は深鉢形土器の

底部から胴部に至る破片である。平底で無文である。第3群に分類されると思われる。

〈中層出土遺物〉（第67・68図2～10）

中層からは縄文土器片393点（第1群19点，第2群6点，第3群358点，第4群10点），土製品1点（垂飾り）

が出土している。

第1群縄文時代早・前期の土器（第67図2・3）

2は深鉢形土器の口縁部片である。LRの単節縄文が施され，胎土には繊維を含む。黒浜式と思われる。3

は深鉢形土器の胴部片である。半裁竹管による結節平行沈線文が施されている。諸磯a式と思われる。
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第3群　縄文時代後期前葉の土器（第67・68図4～10）

第1類　称名寺式

4は深鉢形土器の胴部片である。沈線間をLの無節縄文で充填した文様が施されている。

第2類　堀之内式

5は深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片である。口緑部は小波状を呈し，地文はLRの単節縄文であ

る。波状部を起点として，平行沈線と蛇行沈線文が垂下する。6は注口土器の，橋状把手を有する胴部上半

から口縁部に至る破片である。把手には「8」字状の隆帯が貼り付けられ，貫通孔が施されている。胴部上

半を隆帯が巡る。7は口緑部から胴部に至る破片で，口緑部は小波状を呈する。外面にLの無節縄文が施さ

れている。8は浅鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片である。口緑部は波状を呈するが，波頂部を欠いて

いる。口唇端部に沈線が施されている。波底部から胴部にかけて半裁竹管による円形刺突文と沈線文が施さ

れている。9は深鉢形土器の口綾部片である。口緑部には貫通孔が施された把手を持ち，隆帯が巡る。把手

部を起点として押圧された隆帯と沈線文，Lの無節縄文が施されている。5～9は，堀之内2式と思われる。

10は小波状を呈する口緑部片である。Rの無節縄文を地文とし，沈線文が波状部を起点として施されている。

〈下層出土遺物〉（第68図11～15）

下層からは縄文土器片49点（第1群25点，第3群23点，第4群1点），石器（打製石斧）1点が出土してい

る。

第1群　縄文時代早・前期の土器（第68図11～14）

11は胴部片で，胎土に繊維が含まれる。内・外面に条痕文が施されており，条痕文系土器と思われる。12は

口緑部片で，胎土に繊維が含まれている。RLにRを左巻きした縄巻縄文が施されている。13は口緑部片で，

胎土に繊維が含まれている。Rの無節縄文を地文とし，半裁竹管による沈線文が施されている。14は胴部片で，

胎土に繊維が含まれている。Rの無節縄文が施されている。12～14は，黒浜式と思われる。

第3群　縄文時代後期前葉の土器（第69図16）

第2類　堀之内式

16は胴部片で，Lの無節縄文を地文とし，沈線文と列点文が施されている。堀之内1式と思われる。

〈第1～6層，撹乱層から出土したその他の主な遺物〉（第68図15・第69図17～20）

15は探鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，口緑部は波状を呈する。LRの単節縄文を地文とし，平行

沈線が斜位に施されている。第3群第2類に分類される。17は深鉢形土器の小波状を呈する口緑部片で，沈線
I

文と刺突文が施されている。第3群第1類に分類される。18は深鉢形土器の口縁部片で，口唇部には沈線が巡

り，口緑部直下から下位にはLRの単節縄文を地文として，沈線文が施されている。19は浅鉢形土器の口緑部

片である。無節縄文を地文とし，沈線文と刻みが横位に施されている。第4群に分類される。20は口唇部内面

に沈線が，外面に押圧された隆帯が施されている。LRの単節縄文を地文とし，半裁竹管による沈線文が施さ

れている。第4類に分類される。
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第66図　第6号遺物包含層実測図

第6号遺物包含層出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び ．文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第67図 探鉢形土器 B （2 5．8） 底部から胴部に至る破片。平底。胴部は外傾 して立ち上がる。無文。 小礫 ・長石 ・スコ P 6 1　 40％

1 縄 文 土 器 C ［12．0］ リア

橙色　普通

堀之内式

5 探鉢形土器 A ［2 6．4］ 胴部から口緑部に至る破片。口緑部は小波状を呈している。地文はL R の 小礫 ・長石 ・女コ P 60　 30％

縄 文 土 器 白 （2 6．3） 単節縄文である。波頂部を起点として，平行沈線と蛇行沈線が垂下する。 リア

橙色　 普通

中層　 堀之内 1式

P L 25

6 注 口 土 器 B （10．4）‘橋状把手を有する，胴部上車から口緑部に至る破片。把手には 「8 」字状 小礫・長石 ・石英・ P 63　 5 ％

縄 文 土 器 の隆帯が貼 り付けられ，貫通孔が施されている。胴部上に隆帯が巡る。 雲母 ・スコリア

明褐色　 普通

中層

堀之内 1式

第68図 探鉢形土器 A ［19．4］ 胴部から口緑部に至る破片。口緑部は小波状を呈している。L の無節縄文 長石 ・石英 ・スコ P 79　 20％

7 縄 文 土 器 B （17．9） が施されている。 リア

暗褐色　 普通

堀之内 1式 ．

P L 26

9 深鉢形土器 B （10．6） 日録部片。口縁部は小波状を呈 している。波頂部に貫通孔が施 され，口緑 砂粒 ・長石 ・スコ P 80　 5 ％

縄 文 土 器 部に隆帯が巡る。波頂部を起点として，押圧された隆帯 と沈線文，L の無 リア 中層

節縄文が施されている。 浅黄橙色　 普通 堀之内 1式

15 深鉢形土器 A ［34．3］ 胴部から口緑部に至る破片。口緑部は波状を呈している。L R の単節縄文 小礫・長石 ・石英・ P 62　 20％

縄 文 土 器 B （24．3） を地文とし，平行沈線が斜位に施されている。 スコリア

橙色　 普通

堀之内 1式

P L 26

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 層　 位 備　　　　　 考

長さ（cn） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第69図2 1 土製垂飾り （2．3） 3．4 1．5 （10．0） 中層 D P 16　 P L 30

22 土　　 佃 （5．7） 6．8 6．1 （133．0） 上層 （第 3 層） D P 15　ハー ト形 堀之内式 P －L 2 6

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　　　 質 出　 土　 層　 位 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） ・重量（g ）

第69図23 打 製 石 斧 10．5 7．3 2．0 169．0 凝灰岩 下層 Q 76　 P L 26
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第67図　第6号遺物包含層出土遺物実測図（1）
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第68図　第6号遺物包含層出土遺物実測図（2）
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第69図　第6号遺物包含層出土遺物実測図（3）
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10　遺構外出土遺物

当遺跡から遺構に伴わないで出土した遺物について，土器については解説し，石器・石製品及び土製品につ

いては一覧表で記載する。

なお，土器については「9遺物包含層」で用いた分類基準に基づいて観察する。

第1群　縄文時代早・前期の土器（第70図1～17）

1～8はいずれも胎土に繊維が含まれている土器である。1は口縁部片で，沈線文が施されている。2は波

状を呈する口縁部片で，半裁竹管による沈線文が施されている。3は深鉢形土器の胴部から頚部に至る破片で，

LRの単節縄文が施されている。4は深鉢形土器の胴部片で，縄文が施されている。5は胴部片で，RLの単

節縄文が施されている。6は胴部片で，LRの単節縄文が施されている。3と同一個体と思われる。7は深鉢

形土器の口緑部片で，LRの単節縄文が施されている。8は胴部片で，貝殻腹緑文が施されている。1～8は，

黒浜式と思われる。9は胴部片で，半裁竹管による沈線文が施されている。10は口緑部片で，胎土に繊維を含

み，上帯R，下帯Lの羽状縄文が施されている。11は胴部片で，胎土に繊維を含み，上帯RL，下帯LRの羽

状縄文を地文とし，半裁竹管による平行沈線を施した後，同じ工具による刺突文が施されている。12は胴部片

で，波状貝殻文が施されている。浮島式と思われる。13は胴部片で，半裁竹管による結節平行沈線文が施され

ている。14は胴部片で，爪形文が施されている。13・14は，諸磯a式と思われる。15は胴部片で，浮線文が施

されている。諸磯b式と思われる。16は口緑部片で，胎土に繊維が含まれている。口唇部に棒状工具による結

節沈線文が施され，その下に縄巻縄文が施されている。17は胴部片で，貝殻腹緑文が施されている。浮島式と

思われる。

第2群　縄文時代中期の土器（第70図18・20～22）

18は深鉢形土器の胴部片である。隆帯に沿って，半裁竹管による結節平行沈線文が施されている。阿玉台Ⅳ

式と思われる。20は探鉢形土器の口緑部片で，隆帯で区画され，LRの単節縄文を地文とし，隆帯に沿って半

裁竹管による平行沈線が施されている。21は探鉢形土器の波状を呈する口縁部片である。隆帯に沿って，半裁

竹管による結節平行沈線文が施されている。18・20・21は，阿玉台Ⅳ式と思われる。22は深鉢形土器の口綾部

片である。半裁竹管による沈線文が施されている。

第3群　縄文時代後期前葉の土器（第70・72・73図19・23～57・66）

第1類　称名寺式

23～25は深鉢形土器の胴部片である。23・24は沈線文と刺突文が施されている。25は沈線間に縄文が充

填されている。26は深鉢形土器の口緑部片である。沈線間には列点文が充填されている。27は深鉢形土器の

胴部片である。沈線間にLRの単節縄文が充填されている。28は深鉢形土器の波状口緑の波底部片である。

縄文を地文とし，沈線文が施されている。
1

第2類　堀之内式

19は蓋で，つまみを二つ持ち，楕円形状に重なる沈線文が施されている。29は深鉢形土器の胴部から口綾

部に至る破片である。口緑部は小波状を呈し，波頂部には貫通孔と円形刺突文が施されている。口緑部には

沈線が巡る。口緑部直下から胴部にかけてはRLの単節縄文を地文としている。波頂下には，4本の弧状文

により，波頂部の円形刺突文と繋がれた刺突文が三つ施され，頚部はこの刺突文を繋ぐ3本の沈線文で区画

されている。胴部は波頂部下の刺突文を起点とし，対弧状文により覆われた蕨手文が垂下する。30は深鉢形

土器で，底部と口緑部の一部が欠損している。口緑部は小波状を呈する。LRの単節縄文を地文とし，波状

部を起点として垂下する半裁竹管による沈線文と蛇行沈線文が施されている。31は蓋で，つまみを持ち，無
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文である。32は深鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で，LRの単節縄文が施されている。33は深鉢形土

器の口緑部片で，条線文が施されている034は探鉢形土器の小波状を呈する口緑部片である。波頂部に押圧

が施されている。RLの単節縄文を地文とし，条線文が施されている。35は深鉢形土器の口緑部片である。

口緑部を沈線が巡り，その下はRLの単節縄文を地文とし，沈線文が施されている。補修孔が穿たれている。

36は探鉢形土器の口縁部片である。隆帯を貼り付けた後に半裁竹管による円形刺突文を施し，RLの単節縄

文を地文として沈線文が施されている037は探鉢形土器の胴部片である。縄文を地文とし，沈線文が施され

ている。30～37は，堀之内1式と思われる038は深鉢形土器の胴部片である。RLの単節縄文を地文とし，

沈線文が施されている。39は深鉢形土器の胴部片である。縄文を地文とし，条線文が施されている。堀之内

1式と思われる。40は深鉢形土器の頚部片である○沈線文が施されている。41は深鉢形土器の胴部片である。

Lの無節縄文を地文とし，沈線文が垂下する042は口緑部片である。口唇部に沈線が巡り，縄文を地文とし，

沈線文が施されている。43は深鉢形土器の胴部片で，沈線文が施されている。堀之内2式と思われる。44は

浅鉢形土器の胴部から口緑部に至る破片で口唇部が欠損している。口緑部には沈線が二重に巡り，半裁竹管

による刺突文と結ばれる。胴部にはLRの単節縄文を地文とし，沈線文が施されている。45は胴部から口緑

部に至る破片である。口緑部に二重の沈線が巡り，胴部には沈線間を列点文で充填された文様が施されてい

る。46は深鉢形土器の口緑部片である。縄文を地文とし，口唇部に半裁竹管による円形刺突文を起点とした

沈線文が施されている。44～46は，堀之内1式と思われる。47は深鉢形土器の胴部から口縁部に至る破片で

ぁる。Lの無節縄文を地文とし，蕨手文が垂下する。48は深鉢形土器の口緑部片である。Rの無節縄文を地

文とし，蛇行沈線が垂下する。49は深鉢形土器の胴部片である。沈線文が横位に，条線文が縦位に施されて

いる。50は胴部片である。沈線文と刺突文が施されている。51は深鉢形土器の口縁部片である。Lの無節縄

文を地文とし，半裁竹管による沈線文が施されている。52は深鉢形土器の胴部片である。沈線文が施されて

いる。53は深鉢形土器の口緑部片である。口唇部に沈線が巡り，その下に沈線文が施されている。54は深鉢

形土器の頚部片である。Lの無節縄文を地文とし，半裁竹管による沈線文が施されている。55は胴部片であ

る。LRの単節縄文を地文とし，沈線文が施されている066は深鉢形土器の口緑部片である。口唇部内面に

沈線が巡る。口唇部外面に紐線が巡り，「8」字状の付文が貼り付けられている。その下にはLRの単節縄

文で充填された沈線文が施されている。堀之内2式と思われる0

第3類　東北系（綱取式）と思われる土器

56は探鉢形土器の小波状を呈する口緑部片である○隆帯に沈線が施され，盲孔が施された付文が貼り付け

られている。57は口唇部を欠く口縁部片である。隆帯が貼り付けられ，沈線文と刺突文が施されている。

第4群　縄文時代後期中葉の土器（第73・74図58～65・67～72）

58は深鉢形土器の把手部片である。波頂部に沈線が施された病状の突起を持ち，内・外面には沈線文が施さ

れている。59は口緑部片である。口緑部内面に沈線文が巡り，外面に押圧のある隆帯が巡る。加工痕があり，

土器片錘の未製品と考えられる。60は深鉢形土器の胴部片である。RLの単節縄文が施されている。61は深鉢

形土器の口緑部片である。無節縄文を地文とし，沈線文を横位に施し，縦位の区切り文が施されている。加曽

利Bl式と思われる。62は深鉢形土器の口緑部片である。条線文が施されている。63は深鉢形土器の口縁部片

である。口唇部内面に沈線，外面に押圧された隆帯が施され，その下に条線文が横位に施されている。64は口

緑部片で，口唇部内面に刻みが施されている。LRの単節縄文を地文とし，沈線文が巡る。加曽利Bl式と思

ゎれる。65はロ緑部片である。口緑部内面に沈線が，外面に刻みが施された隆帯が巡る。Lの無節縄文を地文

とし，沈線文が施されている○補修孔が穿たれている。67は浅鉢形土器の胴部片で，刺突文と条線文が施され
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ている。68は浅鉢形土器の胴部から口縁部に至る破片である。頚部に刻みが施された隆帯が巡り，口縁部の無

文帯と区画している。胴部には条線文が横位に巡る。加曽利B2式と思われる。69は深鉢形土器の小波状を呈

する口縁部片である。Lの無節縄文を地文とし，条線文が横位に施されている。70は深鉢形土器の口縁部片で

ある。口唇部内面に沈線文が，外面に隆帯が巡る。RLの単節縄文が施されている。71は波状を持つ口縁部片

である。波頂部内面には半裁竹管による盲孔と沈線文が施され，沈線が口唇部内面を巡る。外面は，Lの無節

縄文を地文とし，押圧された隆帯が縦横に貼り付けられている。72は探鉢形土器の口緑部片である。沈線文が

斜位に施されている。

第5群　縄文時代後期後葉の土器（第74図73）

73は口緑部片で，横位の条線文が施されている。安行1式と思われる。

第6群　縄文時代晩期の土器（第74図74～76）

74は口緑部片で，口唇部内外面に沈線が巡る。無節縄文を地文とした磨消縄文が施されている。75，76は探

鉢形土器の胴部片で，同一個体の可能性も考えられる。Lの無節縄文で充填された沈線文に，沈線による入組

文が施されている。74～76は，安行3b式と思われる。
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第71図　遺構外出土遺物実測図（2）
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遺構外出土遺物観察表

125

0　　　　　　　　　　　　10cm

トー　l　　－」

堕二二コ司

賢：≡≡∃◎
I26

し、こ二∴

126・、一I29

0　　　　　　　　　5cnl

L　士＿二二」

図版番号 器　　 種 計測値（CⅢ） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　　　 考

第70図

1

深鉢形土器

縄文土器

B （9．2）胴部破片。半裁竹管よる結節平行沈線文が隆帯に沿って施されている0 砂粒・長石・雲母

赤褐色

普通

P65　　　　　　　 5％

表土

阿玉台Ⅳ式

19 蓋 A［7．4］天井部はほほ平坦で，つまみを二つ持ち，楕円形状に重なる沈線文が施さ 長石・雲母 P70　　　　　　　 60％

縄文土器 B　l．5

F　1．2

G　O．6

れる。 橙色

普通

表採

堀之内式

PL27

20
採鉢形土器 B（6．5）口緑部片。口縁部は隆帯で区画され，L Rの単節縄文を地文とし，隆帯に 長石・石英・雲 P67　　　　　　　　 5％

縄文土器 沿って半裁竹管による平行沈線が施される。 母・スコリア

明赤褐色　　 普通

表土

阿王台Ⅳ式

第71図 探鉢形土器
A ［38．4］

胴部から口縁部に至る破片。胴部は内野して立ち上がり，頚部で括れ，ロ 小磯・長石・石 P66　　　　　　　 40％

29 縄文土器 緑部は外反する。口緑部は小波状を呈する。披頂部には貫通孔と盲孔を伴 英・スコリア 表土
B （37．6）

う付文が施される。口緑部には沈線文が巡り，ロ緑部直下から胴部にかけ にぷい橙色 堀之内1式

てR Lの単節縄文が地文として施される。波頂部下には，4本の弧状文に

より，波頂部の盲孔と繋がれた刺突文が三つ施され，頚部はこの刺突文を

繋ぐ3本の沈線文で区画される。胴部には波頂部下の刺突文を起点とし，

対弧状文により覆われた，蕨手文が垂下する。

普通 PL27
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　 ＿考

30 探鉢形土器 A ［32．8］ 底部と，口緑部の一部．を欠損。胴部は外傾 して・口緑部に至る○口縁部は小 長石 ・スコリア P 25　　　　　　 ．60％

縄 文 土 器 B （34．2） 波状 を呈 している。 L R の単節縄文を地文 とし，披頂部を起点として垂下 明黄褐色 表土　　　　 堀之内 1 式

する半裁竹管による沈線文と，蛇行沈線文が施されている。 普通 PL2 7

第72図 蓋 A ［13．8］ 天井部はほぼ平坦で，つまみ’を持つ。r無文。 砂粒 ・長石 ・パ ミ P 64　　　　　　　　 50％

31 縄 文 土 器 B　 2．8

F　 l．4

G　 O．8

ス

橙色

普通

表土

．堀之内式

32 探鉢形土器 A ［26．6］ 胴部か ら口緑部に至る破片。胴部は外傾して立ち上がり，口緑部に至る。 小礫 ・長石 ・スコ P 72　　　　　　　　 30％

縄 文 土 器 ． B （23．0） L R の単節縄文が施されている。 リナ

明赤褐色　　 普通

表採　　　　 堀之内 1 式

PL 2 7

準73図 探鉢形土器 長さ（4．0） 把手部片。披頂部に沈線が施された病状の突起を持ち，内 ・外面には棒状 長石・石英・雲母 ・ P 69　　　　　　　　 5 ％

58 縄 文 土 器 幅 （6．6） 工具による沈線文が施されている。 スコリア ・パミス ．

暗褐色　　　 普通

表採

加曽利B 式

59 不　　　 明 B ．（3・7） 口緑部片。外傾する。口唇部内面に沈線文が巡 り，外面に押圧のある隆帯 長石 ・スコリア＿・ P 73　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 が巡る。加工痕があり，土器片錘の未製品 と考えられる。 パミス

橙色　　　　 普通

表採　　　　 加曽利B 式

PL 27

第74図 浅鉢形土器 A ［14．0］ 口緑部一部欠損。平底。胴部は内攣 し，口緑部でわずかに外反する。無文。 小礫I長石 ・石英 ・ P 71　　　　　　　 80％

77 縄 文 土 器 B　 8．6

C　 6．9

スコリア

明赤褐色　　 不良

表採・　　　　　 後期

PL27

78 蓋

縄 文 土 器

A ［6．7］

B ‘1．9

F　 l．4

G　 O．2

天井部はほぼ平坦で，つまみを二つ持つ。無文。 長石 ・石英 ・スコ

リア ・パ ミス ．

黄褐色　　　 普通

P 74　　　　　　　　 80％

表採

79 小　　　 皿 A ［8．2］ 底部から口緑部に至る破片。平底。体部内 ・外面ロタロナデ。底部回転糸 砂粒 ・雲母 ・スコ P 68　　　　　　　　 20％

土師質土器 B　 l．8

C ［5．2］

切 り。 リア

明赤褐色　　 普通

表土

近世

図版番 号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　　　 土 ．　　 地　　　 点 備　　　　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第74 図 80 土器 片円盤 4．1 4 ．0 1．7 26 ．0 表土 D P 17　 P L 30

81 土　　　 偶 （10．5 ） 7 ．1 3．7 （165．0） 表土 D P 18　 加 曽利 B 式　 P L 30

82 土 器 片 錘 5．3 3 ．7 1．0 ．23．0 表採 D P 20　 P L 30

第 75 図 83 土 器 片 錘 5．3 2 ．9 1．1 18．0 表採 D P 2 1　 P L 30

84 土器片 円盤 3．7 3 ．7 0．7 9．0 表採 D P 22　 P L 30

85 土器片 円盤 3．5 3 ．4 1．0 9．0 表採 D P 23　 P L 30

86 土器片 円盤 4．2 3 ．9 0．9 16．0 表採 D P 24　 P L 30

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　　　 土　　　 地　　　 点 備　　　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 ．（cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第79図126 煙　　 管 （4．3） 1．1 1．1 1．1 － （4．8） 表土 M l　 近世

127 煙　　　 管 （4．7） 0．8 0．8 0．8 （2．8） 表採 M 4　 近世

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　　　 土　　　 地　　　 点 備　　　　　　　　　　　　　　　 考

銭 径 （cm） 穿 径 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第79図12 8 寛 永 通 宝 2．2 0．6 0．1 1．8 表採 M 2　 新寛永　 近世

129 1寛 永 通 宝 2．3 0．6 0．1 （1．5） 表採 M 3　 近世
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図 版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 1 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第75 図 87 凹　　　 石 19．9 15．2 5．2 － 1910．0 雲 母片岩 表土 Q 80

88 剥　　　 片 5 ．0 4．3 1．3 － 2 1．0 ガラス質黒色安山岩 テス・トピッ ト Q 82　 旧石器　 P L 30

89 磨　　　 石 13 ．8 6．7 5．1 － 742．0 砂 岩 テス トピッ ト Q 83

90 打 製 石 斧 8 ．7 5．3 2．1 － 114．0 ホル ンフェ ルス 表土 Q 84　 P L 30

9 1 石　　　 鍍 2 ．7 2．0 0．6 － 2．5 チ ャー ト 表土 Q 85　 P L 31

92 石　　　 鉄 1．5 ．1．0 0．4 － 0．5 チ ャー ト
表土

Q 86　 P L 31

93 剥　　　 片 ．4 ．4 3．7 1．5 － 16．0 チ ャー ト 表採 Q 87　 旧石器 ‘p L 31

第 76 図 94 剥　　　 片 6．0 5．2 1．8 －
47 ．01 ガラス質黒色安山岩 表採 Q 88　 旧石器　 P L 31

95 剥　　 r 片 4 ．5 8 ．1 2．3 － 4 1．0 珪 質頁 岩 表採 Q 89　 旧石器　 P L 31

96 剥　　　 片 7．1 4．3 1．1 －
29 ．0 ガラス質黒色安山岩 表採 Q 91 ．旧石器

97 楔 形 石 器 2．4 3 ユ 1．8 － 7 ．3 ガラス質黒色安山岩 表採 ． Q 92　 旧石器　 P L 31

98 石　　　 核 3．4 4 ．6 2 ．2 －
32 ．0 チ ャー ト 表採 Q 94　 P L 31

99 剥　　　 片 3．6 4 ．7 1．2 － ．17 ．0 珪 質頁 岩 表採 Q 95　 旧石器

100 剥　　　 片 3．0 4 ．5 1．3 －
12 ．0 頁岩 表採 Q 96

10 1 剥　　　 片 7．2 6 ．5 1．8 － 4 1．0 珪 質頁 岩 表 土 Q 98　 旧石 器　 P L 30

102 スクレイパー 1．7 2 ．6 0 ．7 －
2．2 チ ャー ト 表 土 Q lOO

103 剥　　　 片 7．2 4 ．2 1．3 ・ － 2 6．0 瑠璃 表 土 Q lO l

第 77 図 104 剥　　　 片 3．6 4 ．1 3 ．2 －
2 4．0 安 山岩 表 土 Q 99　旧石器 ．二次加工有 りPL 30

105 剥　　　 片 2．1 1．3 0 ．8 － 1．9 チ ャー ト 表 土 Q lO2　 P L 3 1

106 剥　　　 片 3．0 1．5 0 ．9 －
2．3 珪質 頁岩 表 土 Q lO3　 旧石 器　 P L 3 1

107 石　　　 核 3．7 3．1 1．3 － 17．0 珪質 寅岩 表 土 Q lO4　 旧石 器　 剥 片素 材

108 剥　　　 片 6．1 3．7 2．2 －
3 2．0 安 山岩 表 土 Q lO5　旧石器　 二次加工有 りPL 30

10 9 剥　　　 片 5．9 2．6 1．6 － 18．0 珪質 頁岩 奉 土 Q lO7　 旧石 器　 P L 3 0

1 10 石　　　 錘 （2．3） 1．6 0．6 －
（3．5） 滑石 表 土 Q lO8　 P L 3 1

1 11 打 製 石 斧 9．3 7．3 2．1 － 162．0 ホ ル ンフ．ェル ス 表 採 ． Q lO9　 P L 3 1

1 12 打 製 石 斧 （毎．4） 9．9 2．0 －
（189．0） 寒 山岩 表 採 Q l lO

1 13 打 製 石 斧 8．4 6．3 2．4 － 165．0 凝灰 岩 表 採 Q lll P L 3 1

1 14 磨 製 石 斧 8．0 3．4 1．5 － 64．0 泥岩 表 採 Q l 13

1 15 ‘磨 製 石 斧 （3．2 ） 2．4 1．0 －
（14．0） 凝灰 岩 表 採 Q 114　 P L 30

1 16 石　　　 錘 3．6 ． 2．7 0．9 － 13．0 粘板 岩 表 土 Q 115　 P L 30

1 17 敲　　　 石 8．7 7．3 r　6．4 － 6 07．0 安 山岩 表 土 Q 116

第 78 図 1 18 磨　　　 石 9．料 9．5 4．5 － 5 24．0 安 山岩 表 彿 Q 117

1 19 磨　　　 石 12．8 6．3 ・ 4．3 － 4 57．0 凝灰 岩 表 土 Q 118

120 凹　　　 石 （12．5 ） （10．0 ） 3．7 －
（4 96．0 ） 砂岩 表 土 Q 12 0　 石 皿か ら転用　 P L 31

’12 1 凹　　　 石 8．2 5．8 4．6 － 2 85．0 安 山岩 表 採 Q 12 1 P L 3 1

122 凹　　　 石 13．1 6．2 4．3 － 5 02．0 安 山岩 表 採 Q 12 2　 P L 3 1

123 石製 垂飾 り （2．3 ） （1．9 ） 0．5 0．7 （2．4 ） 滑石 表採 Q 12 5　 耳 飾 りか ら転用　 P L 3 1

第 79 由 124 石　　　 皿 （16．2 ） （11．5 ） 6．2 －
（10 00．0 ） 凝灰 岩 表採 Q 119　 P L 3 1

1．25 打 製 石 斧 14．0 8．3 3．0 － 3 60．0 安 山岩 表採 Q 124　 P L 3 1
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第4節　ま　と　め

当遺跡の調査によって明らかになった遺構は，竪穴住居跡10軒，地点貝塚4基，古墳1基，土坑115基，溝

11条，焼土遺構6基，不明遺構2基，旧石器集中地点1か所，遺物包含層4か所である。時期は，古墳時代後

期の方墳を除くと，縄文時代後期前葉の堀之内1式期の遺構が大半を占める。遺物は縄文時代後期の土器を中
（1）

心に，多数の土製品と石器・石製品が出土している。ここでは，各時期の検出遺構と出土遺物について概要を

述べ，まとめとしたい。

1　旧石器時代

当遺跡では，旧石器集中地点から剥片が3点出土している。いずれも立川ローム層の第Ⅳ層上部以上の文化

層からの出土である。他は遺構外からの出土が大半であり，石核3点，裸形石器2点以外はすべて剥片である。

石材は黒曜石，安山岩，ガラス質黒色安山岩，チャート，流紋岩，珪質頁岩，硬質頁岩などである○

2　縄文時代

当遺跡の中心となる時代で，縄文時代後期から晩期にかけての遺構が検出されている。遺物は縄文時代早期

から晩期にかけてのものが出土している。早期から中期の遺物は少量出土しているだけで，この時期に該当す

る遺構は確認できなかった。集落が営まれたのは後期前葉と晩期前葉と思われる。

後期前葉の遺構は，第1－7，11A・B号住居跡の9軒で，第6号住居跡が堀之内2式期と考えられるが，

他はいずれも堀之内1式期と考えられる。また，地点貝塚や土坑もほとんどが後期と考えられ，その中でも後

期前葉の遺構が多数を占めている。なかでも第4・5・6号住居跡はその新旧関係が明確であり，堀之内1式

期後半から堀之内2式期前半にかけての土器様相の解明にとって参考となると思われる。また，第4号住居跡

の炉内からヤマトシジミ，コイ科の椎骨，鳥骨片，イノシシの臼歯片等が，地点貝塚から大量のヤマトシジミ

の他に，マツカサガイ，ハマグリ，オキシジミ，オオノガイ等が少量出土しており，当時の桜川流域の生産活

動を知る貴重な資料となると思われる。

出土した縄文土器の大半は堀之内1式と思われる。称名寺式や加曽利B式と思われる土器も少なからず出土

しているが，これらの時期の住居跡は検出できなかった。また，わずか3点ではあるが，新潟県地方を中心に

分布する三十稲場式土器も出土している。これらは胎土や焼成，施文方法から，新潟で製作されたものではな
（2）

く，在地で模倣して製作したものと思われる。当遺跡では東北地方南部を中心に分布する綱取式土器も出土し

ており，北陸地方や東北地方との交流が考えられる。

晩期前葉の住居跡は，第10号住居跡の1軒のみである。床面と覆土下層からミミズク形土偶と土版，独鈷石

が出土しており，祭祀行為との関連が考えられる資料である。また，覆土中から石鉄や石鉄の未製品，スクレ

イパーが多数出土している。本跡は6区の北西部に位置しており，調査区城外に石器の製作場や晩期の住居跡

が展開している可能性も考えられる。

3　古墳時代

今回の調査では，7世紀の方墳1基が検出されている。埋葬施設は半地下式の横穴式石室で，玄室部分と羨

道部分に分かれ，敷石や梱石の一部が残存している。玄室部分から被葬者と考えられるヒト1～2体分の歯と

四肢骨の一部が検出されている。
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註

（1）後期前葉から中葉については中島庄一氏，西田泰民氏の編年（『縄文土器大観』4）に基づいた。復業

については金子裕之氏（同書），晩期前葉については能登健氏の編年（同書）に基づいた。

（2）寺崎裕助氏（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団）より御教示をいただいた。
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中谷津遺跡全景（平成8年度調査）

中谷津遺跡全景（平成9年度調査）



第10号住居跡

第1号古墳主体部



第1号住居跡

第2号住居跡

第3号住居跡



第4号住居跡

第5号住居跡
遺物出土状況

第6号住居跡



PL5

第3・4・5・6号住居跡

第3号住居跡遺物出土状況（埋蜜）



第7号住居跡

第7号住居跡
遺物出土状況



第10号住居跡
遺物出土状況

第10号住居跡
遺物出土状況（土版）

第3号遺物包含層
遺物出土状況



第1号古墳全景

第1号古墳主体部



第1号古墳玄室内骨片出土状況

第1号古墳主体部掘り方



第1号地点貝塚 第1号地点貝塚土層断面

第3号地点貝塚遺物出土状況 第14号土坑

第19号土坑

第18号土坑遺物出土状況

第19号土坑遺物出土状況

第28号土坑



第152号土坑遺物出土状況

第5号焼土遺構

第1号不明遺構

旧石器集中地点遺物出土状況
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中　谷津遺構全体図
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